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は し が き

八尾市は大阪府の東部に位置し、旧大和川が形成 した河内平野の中心部にあた りま

す。八尾市は古 くから人々の生活の場として栄えていた地域であ り、現在でもそれら

の先人が残 した貴重な文化遺産が数多 く存在 してお ります。

近年、都市開発が進み各種土木工事等が増加するなか、これらの埋蔵文化財 を破壊

から守ること、また記録保存 し後世に伝承することが我々の責務であると認識する次

第であります。

本書は、平成23～25年 度に八尾市 内で行 った公共事業 に伴う調査(10遺 跡、11件)

の報告をまとめた ものであ ります。内訳としては6件 の発掘調査の他、開発に先立 っ

て実施した遺構確認調査5件 の調査成果が収録 されています。本書が地域史、ひいて

は日本史解明の一助になれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、多 くの関係諸機関および地元の皆様方に、多大な御協力をい

ただきましたことを心から厚 く御礼申し上げます。

平成26年3月

公益財団法人八尾市文化財調査研究会

理事長 西 浦 昭 夫



序

1.本 書 は、公益財団法人八尾市文化財調査研 究会が平成23～25年 度に実施 した公共事業 に伴 う

発掘 調査 ・遺構確認調査 の成果報告 を収録 した ものである。

1.本 書作成の業務 は、各現地調査終了後 に着手 し、平成26年3月 をもって終了 した。

1.本 書 に収録 した報告 は,下 記 の 目次のとお りである。

1.本 書の執筆 ・構成 ・編集は当調査研究会 坪田真一が行 った。

1.本 書掲載の地図は,大 阪府八尾市役所発行 の2,500分 の1(平 成8年7月 発行)・ 人尾市教育

委員会発行の 『八尾市埋蔵文化財分布地図』(平 成24年 度版)を もとに作成 した。

1.本 書で用いた標高の基準は東京湾標準潮位(T.P.)で ある.

ユ.本 書で用いた方位 は座標北(国 土座標第VI系 〔日本測地系〕)を 示 している。

1.遺 構名 は下記の略号で示 した。

土坑 一SK溝 一SDピ ットーSP落 ち込み 一SO自 然河川 一NR

1.遺 物実測図の断面表示 は、須恵器が黒、その他 を白とした。

1.土 色 については 『新版標準土色帖』1997年 後期版 農林水産省農林水産技術会議事務局 ・財

団法人 日本色彩研 究所色票監修 を使用 した。

1.各 調査 に際 しては、写真 ・カラースライ ド・実測 図を、後世への記録 として多数作成 した。

各方面での幅広い活用 を希望す る。

目 次
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1植 松遺跡第13次 調査(UM2013-13)



例R

1.本 書 は、大 阪府八尾市植松 町3丁 目地内他で実施 した平成25年 度JR八 尾駅周辺整備事業 に

伴 う植松遺跡埋蔵文化財遺構確認調査である。

1.本 書 で報告す る植松 遺跡第13次 調査(UM2013-13)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋 蔵文化財発掘調査 指示書 に基づ くもので、八 尾市 と公益 財団法人八尾市文化財調査研

究会 の問で、八尾市教 育委員会 を立会者 として締結 した契約 によ り、公益財 団法人八尾市

文化財調査研究会が八尾市か ら委託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年5月20日 ～5月21日(外 業実働2日)に 、坪田真一を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約16mで ある。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・竹 田貴子の参加 を得た。

1.内 業整理 は下記が行い、現地調査終了後 に着手 して平成26年3月 をもって終了 した。

遺物実測 ・トレース ー市森千恵子、その他 一坪田。

1.本 書 の執筆 ・編集は坪 田が行った。

本 文 目'次

ユ.は じめに1

2.調 査概要3

1)調 査の方法と経過3

2)基 本層序3

3)検 出遺構 と出土遺物3

3.ま とめ5



1植 松遺跡第13次 調査(UM2013-13)

1 植松 遺跡第13次 調査(UM2013-13)

1.は じめに

植松 遺跡は八尾市南西部に位置す る遺跡である。その範囲は東西約0.8km・ 南北約0.8kmに およ

び、現在の行政区画では安中町4丁 目 ・植松 町3～8丁 目 ・永畑町2・3丁 目にあたる。地理的

には旧大和川の主流であった古長瀬川 と古平野川の分岐点付近 に位置 してお り、遺跡範囲中央部

に古平野川の 自然堤防が形成 されている。 この 自然堤防上の西部 には、跡部遺跡 ・太子堂遺跡 ・

亀井遺跡 ・竹渕遺跡 などが連 なって成立 している。

第1図 調査地位置図

一1一



当遺跡発見の経緯 は、昭和56(1981)年 に八尾市教育委員会が永畑町2丁 目で行 った発掘調査

(S56市 教委。調査時は植松南遺跡 と呼称)で 、平安時代前期の掘立柱建物や溝か らなる居住域 が

検 出されたことによる。その後、大阪府教育委員会 ・財 団法人大 阪府文化財 セ ンター ・八尾市教

育委員会 ・当調査研究会 によって、多次にわたる調査が行 われているが、大規模な調査 は遺跡南

部の国道25号 沿 いに集中 してお り、中央～北部で は下水道工事等に伴 う小規模 な調査や遺構確 認

調査が散発的に実施 されている状況である。

南部での主な調査成果 として、弥生時代前期の水 田や古墳時代前期 の集落が検 出されている。

また古墳時代後期～平安時代前期では、遺跡範囲 を北東 一南西 に横断する古平野川 と考 えられ る

埋没河川が確認 されてお り、その規模 は最大で150mを 超える川幅が推定 されている。

第2図 調査区位置図
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1植 松遺跡第13次調査(UM2013-13)

2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査は平成25年 度JR八 尾駅周辺整備事業 に伴 う植松遺跡埋蔵文化財遺構確認調査 で、

当調査研究会が植松遺跡内で行 った第13次 調査(UM2013-13)で あ る。

調査 区は現況の歩道 ・車道に跨 る部分 に設定されてお り、平面形は約4.Om×4。Omの 正方形 を

呈 し、面積 は約16㎡ を測る。

調査 は現地表(約T.P.+10.8～11.Om)下 約3.Omま でについて、機械掘削 ・人力掘削 を併用 して

実施 した。

標高の基準は、北側道路上 の八尾市街 区補助点(4B132:T.P.+10.861m)を 使用 した。

2)基 本層序

OA層 はアス ファル ト・バ ラス ・盛土である。OB層 はコンクリー ト敷 きで、道路敷設以前の建物

の基礎 と考 えられる。OC層 は炭 ・焼土等 を多 く含 む何 かの燃 えかす と捉 えられ る締 まりの悪い地

層で、後述する第1面 の耕作段差 を埋 め立てた客土であろう。1～3層 は西半部で見 られた撹拌

された水 田作土である。4層 はブロ ック状 を呈する層相で、作土及 び東部か らの崩落土 と考 えら

れる。5・6層 は東部で見 られた高 ま り部分 にあた り、均質な層相で島畑盛土 ・作土 と捉 え られ

る。 この下層にあたる7層 は撹拌 された作土である。8・9層 は水成層か、あるいはやや撹拌が

認 められることか ら作土の可能性がある。10・11層 は水成層 で、洪水砂 と考え られる。12層 は土

壌化層 で、撹拌 された作土 と考え られる。13層 は水成層で、河川堆積 である。

3)検 出遺構 と出土遺物

【第1面 】

西部 の1層 水 田作土上面(T.P.+9.4m)、 東部の5層 島畑作土上面(T.P.+10.1m)に あた り、水 田・

島畑か らなる耕作面である。耕作段差 は約70cmを 測 る。平面的には東部の7層 上面で杭列101を

確認 した段階で検 出した。杭列101は 南北方向に直線 的に延びる杭列 で、やや乱れはある ものの

30～40cm間 隔で平行す る2列 か らなる。各列 には40～50cm間 隔で杭 が垂直 に打たれている。構 築

面 は島畑盛土 ・作土 である5・6層 であ り、島畑 に付随す る施設 と捉 えられる。7層 出土遺物か

ら見 て第1面 の時期 は近世以降である。

【第2面 】

12層 上面(T.P.+8.8m)で 土坑1基(SK201)を 検出 した。北 ・西 は調査 区外 に至 るため詳細 は

不明であるが、平面形は隅丸方形が推定 される。規模 は東西3.2m以 上 ×南北2.7m以 上、深 さ約

40cmを 測 る。断面逆台形を呈 し、埋土はブロック状の単層で、一気 に埋め られた状況である。遺

構 の性格 は明 らかでない。遺物 は土師器皿、瓦器椀、須恵器等の小片の他、加工木片が出土 して

いるが、図化 しえた ものは土師器皿(1)の みである。遺物の時期 は明確ではないが13世 紀 頃と考

えられる。

【地層出土遺物】

3層 一近世平瓦片、7層 一18世 紀以降の近世陶磁器、平瓦片、9層 一13世 紀頃の土師器皿片、

13層 一摩耗 した奈良時代頃 までの土師器、須恵器片、サヌカイ ト片が出土 した。 このうち図化 し

えた ものは9層 か らの土師器皿片(2)、13層 か らの土師器皿片(3)、 須恵器杯身片(4)で あ る。

2は13世 紀頃、3は 奈良時代 頃、4は 古墳時代後期後半 に比定 され る。

-3一



OA.ア ス ファル ト・バラス ・盛土

OB.コ ンク リー ト

OC.10YR3/2黒 褐色極細粒砂～極粗粒砂 炭 ・焼土(燃 えかす)

1.2.5Y6/1黄 灰色細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土Fe斑1日 耕土

2.10YR6/3に ぶ い黄橙色極細粒砂～細粒砂多混シル ト質粘土Fe斑 撹拌作土

3.5Y5/1灰 色細粒砂～極粗粒砂多混シル ト質粘土Fe斑 撹拌作土

4.5Y5/1灰 色粘土～粗粒砂 ブロック状

5.10YR6/4に ぶ い黄橙色細粒砂～粗粒砂混シル ト 島畑作土

6.10YR6/4に ぶ い黄橙色細粒砂～中粒砂混シル ト 島畑作土

7.2.5Y6/2灰 黄色極細粒砂～中粒砂多混シル ト 撹拌作土

8.2.5Y6/1黄 灰色シル ト質粘土～細粒砂 撹拌作土?

9.5Y5/1灰 色 シル ト混細粒砂～粗粒砂 撹拌作土?

io.2.5Y6/2灰 黄色細粒砂～粗粒砂 水成層

11.5GY6/1オ リーブ灰色シル ト質粘土～シル ト 水成層

12.2.5Y5/2暗 灰黄色細粒砂～粗粒砂多混シル ト 撹拌作土?

13.10YR6/4に ぶい黄橙色細粒砂～極粗粒砂 水成層

SK201

ア.10YR4/3に ぶい黄褐色～2.5Y4/1黄 灰色シル ト質粘土ブロック 植物遺体

第3図 平断面図

第4図 出土遺物
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1植 松遺跡第13次調査(UM2013-13)

3.ま とめ

調査では申世～近世 の遺構 を検出 し、それ以下で は河川堆積 を確認 した。

調査 地は長瀬川 と平野川の分岐地点に当 り、13層 の砂層はいずれかの河川堆積 と考 えられ る。

この砂層は西側 に近接す る植松遺跡(94-121)、 東側の(2010-469)等 で も確認されている。出土

遺物か らこの河川 は奈良時代以降の埋没 と捉 えられ、埋没後 には作土 と考 えられる12層 土壌化層

が形成 されてお り、生産域 となった と考 え られる。時期的には中世 頃であろう。その後 も生産域

としての土地利用が続いてお り、近世頃には水 田 ・島畑か らなる耕作地が形成 されている。東 の

(2010-469)や 南部の(2011-407)に おいて も近世の島畑や水 田が検 出されてお り、調査地一帯 に

は同様の景観が広がっていた と考え られる。

参考文献
・高木真光1983「第2章 植松南遺跡発掘調査概要報告」「八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980・1981年度 財

団法人八尾市文化財調査研究会報告2』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・川瀬貴子 ・降矢哲男2007『植松遺跡 大阪府営八尾植松(第1期)住 宅(建て替え)に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書(財)大 阪府文化財センター調査報告書第164集』財団法人大阪府文化財センター
・黒須亜希子2010『植松遺跡2大 阪府営八尾植松(第2期)住 宅(建て替え)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書(財)大 阪府文化財センター調査報告書第208集』財団法人大阪府文化財センター
・八尾市教育委員会1995『八尾市内遺跡平成6年 度発掘調査報告書1八 尾市文化財調査報告31平 成6年 度

国庫補助事業』
・樋口 薫2012「1-3-1)植 松遺跡(2010-469)の 調査」『八尾市内遺跡平成23年度発掘調査報告書 八尾市

文化財調査報告69平 成23年度国庫補助事業』八尾市教育委員会
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図

版

1

調査地(西 から)機 械掘削(南 西から)

調査状況(東 から)第1面 全景(南 から)

第2面 検出状況(南 から)第2面 全景(東 か ら)

西壁 北壁
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II太 田川遺跡第3次 調査(OTG2013-3)



例iヨ

1.本 書 は、大阪府八尾市水越3-70で 実施 した消防団高安分団北部分隊消 防機械器具置場改築

に伴 う太 田川遺跡埋蔵文化財遺構確認調査である。

1.本 書 で報告す る太田川遺跡第3次 調査(OTG2013-3)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員

会 の埋蔵文化財発 掘調査指示書 に基 づ くもので、八尾市 と公益財 団法人八尾市文化財調査

研 究会 の問で、八 尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 によ り、公益財団法 人八尾

市文化財調査研究会 が人尾市か ら委託を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査は、平成25年10月28日(外 業実働1日)に 、坪 田真一 を調査担当者 として実施 した。

調査面積 は約9mで ある。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・芝暗和美 ・永井律子の参加 を得た。

1.内 業整理 は下記が行い、現地調査 終了後 に着手 して平成26年3月 をもって終了 した。

遺物実測 ・トレース ー市森千恵子、その他 一坪 田。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行った。

本 文 目次

1.は じめに7

2.調 査概要8

1)調 査の方法と経過8

2)基 本層序8

3)検 出遺構 と出土遺物10

3.ま とめF10



H太 田川遺跡第3次 調査(OTG2O13-3)

1 太 田川遺跡 第3次 調査(OTG2013-3)

1.は じめに

太田川遺跡 は八尾市の北東部に位置 し、現在の行政区画では大竹1・3・4丁 目、水越1・3・

4丁 目、西高安町1・2丁 目の、南北約500m・ 東西約850mが その範囲 とされている。地理 的に

は生駒 山西麓の扇状地先端部 にあた り、西流する太田川 と水越川に挟 まれた地域 であ り、同地形

上 において北側で大竹西遺跡、心合寺 山古墳、心合寺跡、東側で大竹遺跡、南側で水越遺跡 に接

している。

当遺跡が認識 されたのは、昭和15(1940)年3月 、東高野街道改修工事の際、滑石製勾玉 ・弓筈

状木製品等 を含 む地層が確認 された ことによる。そ して八尾市教育委員会によ り昭和56(1981)年

に立会調査、 さらに昭和57(1982)年 には最初の発掘調査(太 田川市82)が 実施 され、前者では古墳

時代包含 層、後者では弥生時代後期 の遺構 ・遺物 を検 出 した。その後 も遺構確認調査や小規模 な

発掘調査 が市教委 ・当調査研究会 によって継続 的に実施 されてお り、当遺跡 は弥生時代～中世 の

遺跡 として認識 されている。

今回の調査 地北西部で は、当研究会が第1次 調査(OTG93-1)を 実施 してお り、縄 文時代晩期、

弥生時代後期～古墳 時代初頭、古墳 時代後期、奈良時代 に亘 る遺構 ・遺物 を検 出 している。なか

でも古墳 時代後期の溝か ら出土 した滑石製有孔石製品の未成品は、周辺の水越遺跡 ・大竹西遺跡

といった玉造関連遺跡 との関係 を考 える上で注 目される資料である。

,

第1図 調査地位置図
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2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は消防団高安分団北部分隊消防機械器具置場改築 に伴 う太田川遺跡埋蔵文化財遺構

確認調査で、当調査研究会が太 田川遺跡内で行 った第3次 調査(OTG2013-3)で ある。

調査地は人尾市立北高安幼稚園跡地の敷地南東部に設定 されてお り、平面形 は約3。Om四 方 の

正方形 を呈 し、面積 は約9.0㎡ を測 る。

調査は現地表(約T.P.+20.6m)下 約2.9mま でについて、機械掘削 ・人力掘削を併用 して実施 し

た。標高の基準は、北側交差点上の八尾市街区補助点(3A453:T.P.+20.295m)を 使用 した。

第3図 調査区位置図

2)基 本層序

0層 は幼稚園築造時の盛土である。1層 は旧耕土、2・3層 も撹拌 された作土で、時期 は中世

～近世であろう。4層 は砂礫、5層 はシル ト質粘土基調の水成層である。6層 は土壌化層で、弥

生土器 を含 む。7層 は細粒砂～中粒砂 か らなる水成層で、洪水砂 であろう。南西部 には見 られな

かった。8層 は土壌化層で、縄文時代～弥生時代 の土器 を少量含む。9層 は炭酸鉄 を含 む湿地性

の水 成層で、上部 は土壌化 している と考えられる。10層 はシル ト質粘土～細粒砂 か らなる水成層

である。
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∬ 太田川遺跡第3次 調査(OTG2013-3)

0.盛 土

1.10YR6/2灰 黄褐色細粒砂～極粗粒砂混シル ト 旧耕土

2.7.5GY6/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト 撹拌作土

3.2.5GY6/1オ リーブ灰色極細粒砂～極粗粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

4.N6/0灰 色 シル ト～細礫 土壌化層 水成層(～ 近世)

5.2.5Y5/3黄 褐色細粒砂～中礫混シル ト質粘土 水成層

6.10YR5/3に ぶい黄褐色細粒砂～中粒砂多混シル ト質粘土 土壌化層 弥生時代遺物包含層

7,2.5Y7/2灰 黄色細粒砂～中粒砂 水成層

8.10YR4/2灰 黄褐色細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土 土壌化層 縄文時代晩期～弥生時代遺物包含層

9.5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～極粗粒砂混シル ト質粘土 炭酸鉄 土壌化層 水成層

10.2.5Y6/3に ぶい黄色シル ト質粘土～細粒砂 水成層

SD1(近 世耕作溝)

A1.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト～極粗粒砂 ブロック状

第3図 平断面図
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3)検 出遺構 と出土遺物

【第1面 】

調査 区東端の2層 上面(T.P.+19,5m)で 溝1条(SD1)を 検出 し

た。南北方向に延びる溝の西肩 を検 出 した もので、幅50cm以 上、深

さ最大約40cmを 測 る。埋土 はブロック状 の単層で、耕作 関連の溝 と

考え られる。近世の磁器や平瓦が少量 出土 してお り、時期 は近世で

ある。

【地層 内出土遺物】

4層 か らは弥生土器 、須恵器、瓦器、陶器、6層

か らは弥生土器、8層 か らは縄 文土器 ・弥生土器が

出土 した。 このうち1・2を 図化 した。1は6層 出

土の弥生土器壺 底部 である。外面 には体 部に縦位、

底部付近 に横位～斜位のヘ ラミガキを施す。中期 の

所産であろう。2は8層 出土 の縄文土器深鉢 の口縁

部である。口縁端部外面に刻み 目を施 した突帯 を巡

らせ るもので、晩期 の長原式に比定 される。

第4図 出土遺物

3.ま とめ

調査では遺構や明確 な生活面 は確認 されなかったが、縄文時代晩期～弥生時代の遺物包含層を

検出 した。西部 で実施 した第1次 調査(OTG93-1)や 太田川遺跡(2005-484)に おいて も該期 の包含

層や土器が確認 されてお り、周辺 に該期の集落域が存在する可能性が高い と考 えられる。古墳時

代以 降では近世の耕作土や耕作 関連遺構 を確認 した。

参考文献
・坪田真一1994「皿 太田川遺跡第1次 調査(OTG93-1)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告42』 財団法人

八尾市文化財調査研究会
・西村公助2003「5太 田川遺跡(2001-451)の 調査」 『八尾市内遺跡平成14年 度発掘調査報告書 八尾市文化財

調査報告48平 成14年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
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H太 田川遺跡第3次 調査(OTG2013-3)

図
版

1

調査地(西 か ら) 機械掘削(南 東から)

調査状況(南 東から)

6層 上面(北 から)

2層 上面(北 から)

8層 上 面(北か ら)

可

野
、

北壁 南壁
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皿 恩智遺跡第25次 調査(OJ2011-25)



例 言

1.本 書 は、大 阪府人尾市恩智北 町四丁 目650番 地で実施 した、南高安小学校給食調理場改築 に

伴 う埋蔵文化財遺構確認調査報告書 である。

1.本 書で報告する恩智遺跡第25次 調査(OJ2011-25)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会 の

埋蔵 文化財調査 指示書 に基づ くもので、八尾市 と財団法人人尾市文化財調査研究会の問で、

八尾市教 育委員会 を立会者 と して締結 した契約に より、財 団法人八尾市文化財調査研 究会

が八 尾市か ら委託 を受けて実施 した ものであ る。

1.調 査 は当調査研究会 坪田真一が担当 した。

1.現 地調査 は平成24年3月26日(実 働1日)に 実施 した。調査面積 は約4㎡ である。

1.現 地調査 には芝崎和美 ・竹 田貴子が参加 した。

1.内 業整理は埣田が行い、現地調査終了後 に着手 して平成26年3月 をもって終了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。

ぐ

本 文 目次

1.は じめに13

2.調 査概要14
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3.ま とめ14



皿 恩智遺跡第25次 調査(O∫2011-25)

皿 恩智遺跡第25次 調査(OJ2011-25)

1、 は じめ に

恩智遺跡 は、八尾市南東部に位置す る旧石器時代～鎌倉時代に至る複合遺跡である。現在の行

政区画では、恩智北 町1～4丁 目、恩智 中町1～5丁 目、恩智南町1～5丁 目にあた り、南北約

1.Okm、 東西約1.2kmが その範囲 とされる。地理的には生駒 山地西麓に形成された扇状地か ら低地

部にかけて広がってお り、周辺 では、北側 に郡川遺跡、南側 に神宮寺遺跡、西側 に玉串川 を挟 ん

で東 弓削遺跡が存在す る。

本遺跡については、古 くは大正6年(1917)の 梅原末治 ・島田貞彦両氏による踏査 と鳥居龍蔵氏

による試掘調査、昭和14年(1939)の 大阪府の事業に伴 う藤岡謙二郎氏の発掘調査、昭和23年(1948)

の今里幾次氏 による出土遺物 の報告等が ある。そ して昭和50～53年(1975～1978)に は恩智川改修

工事 に伴 う大規模な調査が瓜生堂遺跡調査会によ り実施 された。 これ らの調査 により当遺跡 は縄

文時代～弥生時代 を中心 とした遺跡 として認識 されている。近年 も天王の杜周辺 とその南～南西

側、北側 を中心 に多 くの発掘調査が行 われ、本遺跡 は天王の杜周辺か ら北西～西側 を中心 に展開

していたことが判明 している。

今回の調査地 は遺跡範 囲の中央北東部 にあたる。周辺では西部で当研究会が第5・7・23次 調

査 を実施 してお り、古墳時代 中期 ・中世 の遺構 ・遺物 を確認 している。

第1図 調査地位置図
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2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は南高安小学校給食調理場改築 に伴 う埋蔵文化財遺構確認調査で、当調査研究会 が

恩智遺跡内で行った第25次 調査(OJ2011-25)で ある。

調査 区は2m四 方の1箇 所 で、現地表(T.P.+23.5m)下1.6mま で機械 ・人力掘削併用で調査 を

実施 した。

調査で使用 した標高の基準 は、調査 地西部に近接する八尾市街 区補助点 〈3E257:T.P.+22.462

m>で ある。

2)基 本層序 と出土遺物

0層 は小学校築造時の盛土 ・整地層である。1層 以下 は砂礫層主体の水成層で、扇状地性堆積

層である。1層 上面 では時期不明の土師器が1点 出土 した。

3.ま とめ

調査 では小学校築造時の盛土 ・整地層直下が地山層であることを確認 し、上面では遺構 は認 め

られなかった。

標高の下が った西方の第5次 調査地(OJ91-5)で は同 じく地山層上面で古墳 時代中期の溝 を、ま

た第7次 調査地(OJ92-7)や 第23次 調査地(OJ2011-23)で は申世の遺構 を検 出 してい るが、 これ ら

の集落域 の広が りについては明 らか にで きなかった。

参考文献
・西村公助1992「IV恩 智遺跡第5次 調査(OJ91-5)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 八尾市文化財調

査研究会報告34』財団法人八尾市文化財調査研究会
・成海佳子1997「1恩 智遺跡第7次 調査(OJ92-7)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告57』財団法

人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2011「IV恩 智遺跡第23次調査(OJ2011-23)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』財団

法人八尾市文化財調査研究会
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皿 恩智遺跡第25次 調査(OJ2011-25)

第2図 調査区位置図

0.盛 土 ・整地層

i.10YR4/4褐 色極細粒砂～細礫互層 水成層

2.2.5Y5/2暗 灰黄色大礫混シル ト～極細粒砂 水成層

3.2.5Y5/3黄 褐 色細粒砂～極粗粒砂 水成層

4.10YR4/2灰 黄褐色シル ト混細粒砂～大礫 水成層

5.10YR5/1褐 灰色粘土質シル ト～細粒砂 水成層

第3図 断面図
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図

版

1

調査地(南 東か ら)機 械掘削(西 から)

1層 上面(西か ら)南 壁

南壁下部 調査状況(北 から)
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IV亀 井遺跡第17次 調査(KM2012-17)



例 百

1.本 書 は、大阪府八尾市南亀井町四丁 目地内で実施 した流域貯留浸透施設築造工事(市 立亀井

中学校)に 伴 う亀井遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書である。

1.本 書で報告す る亀井遺跡第17次 調査(KM2012-17)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会 の

埋蔵 文化財調査指示書 に基 づ くもので、八尾市 と公益財 団法人八尾市文化財調査研 究会 の

問で、八尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 によ り、公益財 団法人人尾市文化財

調査研究会が八尾市か ら委託 を受けて実施 した ものである。

1.調 査 は当調査研究会 坪田真一が担当 した。

1.現 地調査 は、平成24年7月23日(実 働1日)に 実施 した。調査面積 は約4mで あ る。

1.現 地調査 には飯塚直世 ・國津れいこ ・竹田貴子が参加 した。

1.内 業整理業務 は坪田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。

本 文 目次

1.は じめに17

2.調 査概要18

1)調 査 の方法 と経過18

2)基 本層序18

3)検 出遺構 と出土遺物18

3.ま とめ18



IV亀 井 遺跡第17次 調査(KM2012-17)

IV亀 井 遺跡 第17次 調 査(KM2012-17)

1.は じめ に

亀井遺跡 は八尾市の南西部、現在の行政区画では、亀井町1～4丁 目及び南亀井町1～5丁 目

の東西約0.6km、南北約0.8kmが その範囲 と推定 されている。地理的には旧大和川水系の主流であっ

た長瀬川 と平野川 に挟 まれた低位沖積地上 に立地する。周辺で は北部 に久宝寺遺跡、東部に跡部

遺跡、西部 に竹渕遺跡、南部に大阪市長原遺跡 などが位置す る。

本遺跡は、昭和43(1968)年 の大阪中央環状線建設 に先立つ平野川改修工事が行われた際、多量

の弥生土器が出土 したことによりその存在が確認 され、大阪府教育委員会(以 下、府教委)に よる

第1次 調査が実施 された。そ して昭和44(1969)年 の大阪中央環状線建設予定地内 における遺跡範

囲確認調査以後、昭和53(1978)～56(1981)年 には長吉ポ ンプ場建設及び これに関連 した平野川改

修工事 に伴 う発掘調査、昭和63(1988)年 には平野川改修工事に伴 う発掘調査が府教委 により実施

された。また(財)大 阪文化財セ ンター(現 、公益財団法人大阪府文化財セ ンター)で は、近畿 自動

車道建設 に伴 う確認調査 を昭和48(1973)年 に、そ して昭和54(1979)～61(1986)年 には本調査 を実

施 している。 こうした大規模 な調査 に加 え、八尾市教 育委員会や当調査研究会 による小規模 な調

査 も継続的に行われてお り、これ らの結果、当遺跡 は縄文時代～近世の複合遺跡であ り、特 に弥

生時代 においては中河 内最大の拠点集落であったことが確認 されている。

今回の調査地は遺跡範囲の南部 に位置 し、前述の府教委による平野川改修工事 に伴 う調査地(府

1988)の 南方約100mに 位置す る。周辺では南側道路部分で当調査研究会が下水道工事 に伴 う第8

次調査(KM8)を 、また南約200mで は第6次 調査(KM6)を 実施 してい るが、遺跡南部では大規模 な

調査 は実施 されてお らず、遺跡 の実態 は不 明な点が多 い。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査 の方法 と経過

今 回の調査 は流域貯留浸透施設工事(市 立亀井中学校)に 伴 う亀井遺跡埋蔵文化財発掘調査で、

当調査研 究会が亀井遺跡内で行った第17次 調査(KM2012-17)で ある。

調査区は築造工事の うちグラウン ド南部に位置す るオリフィス桝部分1箇 所で、面積は約4㎡

(上面では東西約3.0× 南北約2.3mで 掘削)を 測る。

調査 にあたっては現地表(約T.P,+9.7m)下 約1.8mま でについて機械掘削 し、以下約2.5mま で

を人力 ・機械掘削併用 により調査 を実施 した。

標高の基準 には、調査地東部約50mの 校門前 に位置す る三級基準点相 当の人尾市街区多角補助

点 〈2AO66:T.P.+9,236m>を 使用 した。

2)基 本層序

0層 は盛土、及 び撹乱。1層 は旧耕土である。2層 はグライ化 した作土で、時期 は近世であろ

う。3・4層 はFe斑 を含み撹拌 された作土で、時期は中世～近世であろう。5層 は北部で見 られ

た水成層である。洪水砂 と考 えられ、北方の平野川 に起因す る洪水 の可能性がある。6層 は暗色

を呈す る土壌化層で、作土の可能性 もある。7・8層 はFe斑 やMn斑 を含み撹拌 された作土である。

9層 はやや暗色 を呈す る土壌化層であるが、作土 の可能性 もある。

3)検 出遺構 と出土遺物

遺構 ・遺物は認め られなかった。

3.ま とめ

調査ではT.P.+8,5m以 下に水 田作土の堆積が続 く状況が確認 され、当地においては生産域 とし

ての土地利用が続いていることを確 認 した。出土遺物はな く、時期的には不明である。

北方の平野川改修工事 に伴 う調査(府1989)は 、大部分の調査地が河床部 を調査対象 としてい る

が、当地 の東約180mに 位置す る東端部の調査区では現地表面か らの調査が実施 されている。そ

の調査 成果 によると、約T.P.+7.Omで 古代及び古代以前 の耕作面が検 出 されてお り、それ以降、

古代～中世～近世 と水田遺構 が続いている。なお下層 において も古墳時代前期 と考 えられ る耕作

土の可能性がある地層や粘土 を基調 とする自然堆積層が続いてい る。 また南方の第6次 調査地点

において もT.P.+7.5～7.7mで 古代 の生産関連遺構 を検 出 してい る。 これ らの調査成果か らみて、

今回の調査で確認 した作土層の時期については、3・4層 が中世～近世、6～9層 が古代～ 中世

頃に比定 され ると考 えられる。

参考文献
・田代克己 ・中井貞夫1972『亀井遺跡発掘調査概要 ・m八 尾市南亀井町所在一 大阪府文化財調査概要1971

-5』 大阪府教育委員会

・森井貞雄1989『1988年度 亀井遺跡発掘調査概要一八尾市南亀井町 ・跡部北の町所在一』大阪府教育委員会

・高萩千秋1999「IV亀 井遺跡第6次 調査(KM97-6)『 財団法人八尾市文化財調査研究会報告62』財団法人

八尾市文化財調査研究会
・岡田清一 ・樋口薫2000「～肛 亀井遺跡第8次 調査(KM98-8)『 財団法人八尾市文化財調査研究会報告65』

財団法人八尾市文化財調査研究会
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IV亀 井遺跡第17次 調査(KM2012-17)

第2図 調査区位置図

'

1
8・Om

'

0 1 m

曲0,盛 土 ・撹乱

1.2.5Y5/2暗 灰黄色極細粒砂混シル ト質粘土 旧耕土

2.5BG5/1青 灰色極細粒砂混粘土 撹拌作土

3.2.5Y6/3に ぶ い黄色粘土Fe斑 撹拌作土

4.2.5Y6/2灰 黄色シル ト質粘土Fe斑 撹拌作土

5.5Y5/2灰 オ リーブ色シル ト～極細粒砂互層 水成層

6.2.5Y5/1黄 灰色シル ト質粘土 土壌化層

7.2.5Y6/3に ぶ い黄色粘土Fe斑 撹拌作土

8.2.5Y6/2灰 黄色シル ト質粘土Fe斑Mn斑 撹拌作土

9.2.5Y6/1黄 灰色極細粒砂混粘土質シル ト 土壌化層

第3図 断面図
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図
版

1

調査地(北 東から)機 械掘削(東から)

7層 上面(南 から)最 終面(西 から)

東壁 東壁下部

南壁下部 調査状況(西 から)
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V萱 振遺跡第30次 調査(KF2013-30)



例R

1.本 書 は、大 阪府八尾市旭 ヶ丘5丁 目85-17・20で 実施 した保健セ ンター東側駐車場整備 に伴

う萱振遺跡埋蔵文化財発掘調査 である。

1.本 書で報告する萱振遺跡第30次 調査(KF2013-30)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会 の

埋蔵文化財 発掘 調査指示書 に基 づ くもので、八尾市 と公益財 団法人人尾市文化財調査研 究

会の 問で、八尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 により、公益財 団法人八尾市 文

化財調査研 究会が八尾市か ら委託 を受 けて実施 した ものであ る。

1.現 地調査 は、平成26年1月22日(外 業実働1日)に 、坪田真一 を調査担 当者 として実施 した。

調査面積 は約7㎡ である。

1.現 地調査 においては、竹 田貴子 ・村井俊子 ・村田知子の参加 を得た。

1.内 業整理 は坪 田が行い、現地調査終了後 に着手 して平成26年3月 をもって終了 した。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行 った。

本 文 目次

1.は じめに21

2.調 査概要22

1)調 査 の方法 と経過22

2)基 本層序22

3)検 出遺構 と出土遺物22

3.ま とめ23



V萱 振 遺跡第30次 調査(KF2013-30)

V萱 振遺跡第30次 調査(KF2013-30)

1.は じめに

萱振遺跡 は、大阪府八尾市の北西部 に位置 し、緑 ヶ丘1～5丁 目、萱振町1～7丁 目、北本 町

3・4丁 目、楠根町1丁 目の東西約0.5～0.9㎞ 、南北約1 .1㎞ がその範囲 とされている。地理的

には、旧大和川の主流であ った長瀬川 と玉串川 に挟 まれた低位沖積地に位置 している。

当遺跡 は、遺跡範囲南東部 の緑 ヶ丘に存在 した人尾競馬場[昭 和5(1925)～15(1940)年]跡 地内

において、昭和18(1943)年 に防空壕 を構築す る際に、古墳時代中期の土 師器片や子持勾玉が 出土

したことに より遺跡 として認識 された。昭和57(1982)年 以降には、府営 ・市営住宅の建替 えや、

府立八尾北高校、市立生涯学習センター等 の公共施設建設に伴 う大規模 な発掘調査や、公共下水

道工事等 に伴 う小規模 な発掘調査が、大阪府教育委員会、八尾市教育委員会、当調査研究会 によ

り実施 されてきた。 これ ら一連の調査の結果、当遺跡 は弥生時代 中期～鎌倉時代 に至 る複合遺跡

であることが明 らか となっている。

主な調査成果を概観する と、遺跡範囲北部の府立八尾北高校建設に伴 う発掘調査 では、弥生時

代後期～室町時代の遺構 ・遺物が検 出され、古墳時代前期後半の「萱振1号 墳」か らは、鰭付 円筒

埴輪 ・朝顔形埴輪の他、靭形埴輪 をは じめ とす る豊富 な形象埴輪が多量 に出土 してお り、古墳時

第1図 調査地位置図

一21一



代前期の地域首長 の動向 を知 る上で新 たな知見 を提供 した。一方、遺跡範囲南部では、緑 ヶ丘2

丁 目の府営住宅に伴 う発掘調査(府 教委1982・1983)で 、古墳時代前期前半を申心 とする居住域が

検 出された他、第3次 調査(KF86-3)で は方墳で主体部 に木棺が直葬 された古墳時代後期後 半の「

萱振2号 墳」が検 出されている。

今 回の調査 地は遺跡範囲 の南東端 にあた る。南西部 では第12次 調査(KFgH2)、 第14次 調査

(KF93-14)を 実施 してお り、古墳時代前期の居住域 ・墓域の確認や、奈良時代では最古級 の土馬

の出土が特筆 される。

2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は、八尾市保健セ ンター

の東側駐車場整備 に伴 う発掘調査 で、

当調査研 究会 が萱振遺跡 内で行 った

第30次 調査(KF2013-30)で ある。

調査 地 は保健 セ ンター東側駐車場

の敷 地北 東 部角 に設 置 され るオ リ

フィス桝 部分で、平面形は東西約2.15

m× 南北約2.8mの 長方形 を呈 し、面

積 は約7㎡ を測 る。

調査 は現地表(約T.P.+7.9m)下 約

1.4mま で について、機械 ・人力掘削

を併用 して実施 した。

標高の基準 は、北側歩道上 に近接

す る人 尾 市 街 区 三 角 点(1033A:T.

P.+7.862m)を 使用 した。
第2図 調査区位置図

2)基 本層序

0層 は盛土である。1～4層 は作土で、1層 はブロック状 を呈 し、2～4層 は撹拌が著 しい層

相 である。5・6層 は水 成層で、河川堆積である。上部 は土壌化す る。5層 は北東部で見 られた。

6層 は湧水層である。

3)検 出遺構 と出土遺物

調査 区北西部の5・6層 上面(T.P.+7.1m)で 落ち込み1基(SO1)を 検 出 した。北東 一南西方

向の弧状 を成す肩か ら北西方向に落 ち込 むもので、検出部分の規模 は東西約1.7m、 南北約1.7m、

深 さ最大約50cmを 測 る。埋土は上層がブロック状、下層が 自然堆積の互層状 を呈する。遺物は上

層か ら中世～近世頃に比定 される土師器片、平瓦片が出土 した。
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V萱 振 遺跡第30次 調査(KF2013-30)

0.盛 土・撹乱
1.5Y6/1灰 色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土 撹拌作土
2.10YR7/2に ぶい黄橙色極細粒砂混シルト質粘土Mn斑 撹拌作土
3.10YR6/2灰 黄褐色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土Fe斑 撹拌作土
4.10YR6/3に ぶい黄橙色極細粒砂～細粒砂混粘土質シルトMn斑Fe斑 撹拌作土
5.2.5Y6/3に ぶい黄色シルト 土壌化層 水成層
6.2.5Y7/4浅 黄色細粒砂～粗粒砂互層 水成層

SOl
A1.10YR7/4に ぶい黄橙色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状
A2.7.5Y6/1灰 色シルト質粘土～細粒砂互層

第3図 平断面図

3.ま と め

調査 で は近 世 ～近代 の数枚 の耕 作土 層 、及 び近世 の 落 ち込 み を確 認 した。 それ以下 は河川堆 積

となっ てい るが 、調査 地付 近 は、萱振 分流 路 と呼 ばれ る弥 生時代 後期 後 半 頃の河 川域 に当 って い

る と考 え られて お り、 これ に相 当す る河川 堆積 で あ る可 能性 が高 い 。

参考文献
・原田昌則2008「1萱 振遺跡第12次 調査(KF91 -12)」 『萱振遺跡 財 団法人八尾市文化財調査研究会報告109』

財団法人八尾市文化財調査研究会
・原田昌則2008「五萱振遺跡第14次 調査(KF93 -14)」 『萱振遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告109』

財団法人八尾市文化財調査研究会
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図

版

1

調査地(北 から) 機械掘削(南 西か ら)

第1面 検出(東 から)第i面(東 から)

西壁

最終面(南 から)

北壁

調査状況(南 から)
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VI小 阪合遺跡第45次 調査(KS2011-45)

小 阪合遺跡第46次 調査(KS2012-46)



例 口

1.本 書 は、大阪府八尾市山本町南8丁 目18番1号(曙 川中学校)で 実施 した、曙川 中学校校舎改

築に伴 う遺構確認調査(第45次 調査)、 及 び本発掘調査(第46次 調査)の 報告書 である。

1.本 書で報告す る小 阪合遺跡第45・46次 調査(KS2011-45、KS2012-46)の 発掘調査業務 は、

八尾市教 育委員会 の埋蔵文化財調査指示書 に基づ くもので、八尾市 と公益財 団法人人尾 市

文化財調査研 究会 の間で、人 尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 により、公益 財

団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委託 を受 けて実施 した ものである。

1,調 査 は第45次 調査が高萩千秋、第46次 調査 は坪田真一が担当 した。

1.現 地調査 は、第45次 調査が平成23年9月26・27日(現 場実働2日)、 第46次 調査が平成25年1

月28日 ～2月8日(現 場実働9日)に 実施 した。調査面積 は第45次 調査が約13r㎡、第46次 調

査が約264㎡ であ る。

1.現 地調査 には市森千恵子 ・梶本潤二 ・國津れいこ ・芝暗和美 ・竹 田貴子 ・永井律子 ・村井俊

子 ・村 田知子が参加 した。

1.本 書 に係 る内業整理 は下記が行い、現地調査終了後に着手 して平成26年3月 をもって終了 し

た。

遺物接合 ・復元 一梶本 ・竹田 ・田島宣子。

遺物実測 一伊藤静江 ・村井 ・村 田。

遺物 トレース ー市森。

1.本 書 の執筆1・編集は坪田が行 った。

本 文 目 次i

1.は じめに25

2.第45次 調査 の概要26

1)調 査の方法 と経過26

2)基 本層序27

3)検 出遺構 と出土遺物27

4)ま とめ'127

3.第46次 調査の概要27

1)調 査 の方法 と経過27

2)基 本層序28

3)検 出遺構 と出土遺物28

4)ま とめ31



Vr小 阪合遺跡第45次 調査(KS2011-45)

小 阪合遺跡第46次 調査(KS2012-46)

Vr小 阪合 遺跡 第45次 調 査(KS2011-45)

小 阪合 遺跡 第46次 調 査(KS2012-46)

1.は じめ に

小阪合遺跡は八尾市 のほぼ中央 に位置 し、現在の行 政区画 では小阪合町1・2丁 目、南小阪合

町1・2・4丁 目、青 山町1～5丁 目、若草町、山本 町南7・8丁 目がその範囲にあたる。地理

的には旧大和川 の主流である長瀬川 と玉 串川 に挟 まれた沖積地上 に位置 し、同地形上で東郷遺跡 ・

成法寺遺跡 ・矢作遺跡 ・中田遺跡 と接 している。当遺跡内で は昭和57年 以降、土地区画整理事業

等に伴 う発掘調査が、大阪府教育委員会 ・八尾市教育委員会 ・当調査研究会 により実施 されてい

る。これ らの調査成果か ら、当遺跡 は弥生時代 中期か ら近世 に至 る遺跡であることが確認 されて

いる。

今 回の調査地 は遺跡範囲南東部に当た り、周辺では北部で第28次 調査、西部で第6次 ・第16次 ・

第42次 調査 を、 また南部では中田遺跡第31次 ・36次 ・第41次 調査 を当調査研究会が実施 してい る。

主な調査成果 としては、第28次 調査や中田遺跡第36次 調査では弥生時代後期の方形周溝墓や土器

第1図 調査地位置図
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第2図 調査区位置図

棺墓か らなる墓域が確認 されている。 また第42次 調査の古墳 時代初頭の溝か ら出土 した船や鹿を

描いた手焙 り形土器は、絵画土器研究 において重要な資料 となってお り特筆 され る。

2.第45次 調査 の概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は、八尾市立曙川中学校校舎改築工事 に伴 う埋蔵文化財遺構確認調査で、当研究会

が小阪合遺跡内で行 った第45次 調査(KS2011-45)で ある。

調査 は建物建替 え予定の隣接 に2箇 所 の調査 区を設定 した。1区 が2,5×2.5m、2区 が2×3

mで 、総面積 は約13mを 測 る。

調査 は現 地表下約2.5mま で を確 認する予定であったが、1区 では大量の地下水 が湧 き出たた

め、約1.8m付 近 まで しか調査がで きなかった。2区 では約2m以 上の撹乱層(近 年の ゴミ穴)、

及び1区 と同 じく大量の地下水 によ り、撹乱部分のみの調査であった。

調査で使用 した標高の基準 は、調査地東部道路上に位置す る四級基準点相当の八尾市街区多角

補助点 〈1A235:T.P.+9.624>を 使用 した。方位 は工事設計図に準 じた。
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V[小 阪合遺跡第45次 調査(KS2011-45)

小 阪合遺跡第46次 調査(KS2012-46)

0.盛 土

1.旧 耕 土

2.2.5GY5/1オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 混 シル ト

3.2.5GY6/1オ リー ブ灰 色 シル ト質 土

4.5Y6/2灰 オ リー ブ色 シル ト質土

5.7.5Y6/2灰 オ リー ブ色 粘 質 土

第3図 第45次 調査断面図

2)基 本層序

1区 において現地表下約1.8mま でで6層 を確認 した。なお、2区 は、すべて撹乱層であった。

第0層 盛土 ・撹乱。学校建設時の整地層 で真砂土及 び埋 め土、2区 では整地時 に埋 められた

ゴミ穴(コ ンクリー トが ら等)で ある。

第1層 旧耕作土。上面がT.P.+9.3m前 後。

第2層2.5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂混シル ト。近世の作土。

第3層2.5GY6/1オ リーブ灰色 シル ト質土。中近世 の作土。

第4層5Y6/2灰 オリーブ色 シル ト質土。

第5層7.5Y6/2灰 オ リーブ粘質土。Fe斑 点有 り。古墳時代 の土師器片 を微量含 む。

3)検 出遺構 と出土遺物

検 出遺構 はなかった。出土遺物は1区 第5層 か ら土師器、須恵器片、第3層 か ら瓦器 の極小片

が微量に出土 したのみである。

4)ま とめ

今回の調査では、 中世～近世の生産関連の作土層 を検 出 した。第5層 は出土遺物か らみて古墳

時代の地層 と考え られる。近隣の調査 では弥生時代後期～古墳時代前期の遺構 ・遺物が検 出され

てお り、当地 にもその時期 の遺構の存在が考 えられる。

3.第46次 調査 の概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は、八尾市立曙川 中学校校舎改築 に伴 う調査で、当調査研究会が小阪合遺跡内で行 っ

た第46次 調査 である。本調査は前項2 .第45次 調査 の結果を受けて実施 した ものであ る。

調査 区平面形 は東西約11.Om× 南北約24.Omの 南北 に長い長方形 を呈 し、面積 は約264㎡ を測

る。遺構確 認調査 において、調査地の地層 は湧水の著 しいことが判明 してお り、掘削に当たって

は約45度 の法面 を設定 したため、実際の調査面 の寸法 は東西約8.Om× 南北約21 .Om、 面積約168
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㎡ となっている。また北西部、及び中央部には既設建物等による大規模 な撹乱が見 られた。

調査 は、現地表下約1.4mま で を機械掘削 とし、以下約0.25mを 人力掘削 によ り実施 した。 ま

たその後、調査区内に東西約2.Om× 南北約18.Omの トレンチ を設定 し、機械 ・人力掘削併用 に

より下層確認調査 を実施 した。

調査 では、調査地南東部 に位置する八尾市街 区補助点(3DO72:T.P.+10.214m)を 標 高の基準 と

した。平面実測では調査 区中心に設定 した南北 ラインを基準 とした。

なお中学校の校舎改築 に伴 う調査 とい うことか ら、社会科の授業 の一環 として、二年生の一ク

ラスを対象 とした現地説明会 を、平成25年2月8日 に開催 した。

2)基 本層序

0層 は盛土 ・撹乱である。前述 のように大規模 な撹乱が存在す るため壁面の遺存状況 も悪 く、

北壁 中央、東壁中央、南壁、西壁の中央～北部の大部分 は観察が不可能であった。1層 は旧耕土

である。2・3層 も撹拌 された作土で、時期 は近世 と考えられる。4A層 ・4B層は水成層で、洪水

砂 と考え られる。5～7層 は撹拌 された作土である。概 ね5・6層 が中世、7層 が古代～中世 に

比定 され よう。8層 以下 は水成層 で、湧水 の激 しい河川堆積 であ る。下層確 認調査 による と

T.P.+7.7m以 下 まで及 んでい る。

3)検 出遺構 と出土遺物

8層 上面(T.P.+8.5～8.6m)で 、土坑2基(SK1・2)、 溝5条(SD1～5)、 落ち込み1基(S

O1)を 検 出 した。

SK1

北西角部で検 出した土坑で、北は調査 区外 に続 き、西は撹乱 により削平 されている。やや弧状

をなす肩か ら西 に落ち込む もので、検出部分の規模 は南北約3.Om・ 東西約2。1m・ 深 さ約50cmを

測る。断面逆台形 を呈 し、埋土はブロ ック状の2層 か らなる。井戸 の可能性があるが詳細 は不 明

である。遺物は出土 していない。

SK2

南東部で検出 した土坑で、東は調査 区外 に続 き詳細は不 明である。SD2を 切 っている。検出

部分の平面形 は南北主軸の長方形 を呈 し、西辺 は長 さ約4.7m、 東西 幅は60cm以 上で、深 さ約20

cmを 測る。埋土 はブロ ック状の単層であ る。遺物は6世 紀後半に比定 され る須恵器杯蓋(1)の 他 、

土師器片が少量 出土 した。1は ほぼ完形で、口径14.4cm・ 器高4.4cmを 測 る。

SD1

北東部 で検出 した南北方向 に直線 的に延び る溝 であ る。規模 は検 出長約6.5m・ 幅25～40cm・

深 さ約20cmを 測 る。断面逆台形で、埋土は炭 を含 む単層である。遺物 は出土 していない。耕作関

連溝 の可能性が高い。

SD2

南東部で検 出 した南北方 向に直線 的に延 びる溝 で、西肩 を検 出 した。規模 は検 出長約8.Om・

幅1.6m以 上 ・深 さ約17cmを 測 る。底面 には起伏が見 られ、埋土は単層である。遺物 は出土 して

いない。SD1に 連続する可能性 もある。
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0.盛 土 ・撹乱

1.2,5GY3/1暗 オ リーブ灰色細粒砂混シル ト質粘土 旧耕土

2.5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～粗粒砂多混粘土質シル ト 撹拌作土

3.7.5GY5/1緑 灰色粘土質シル トブロック混細粒砂～粗粒砂 ブロック状作土

4A,5Y6/1灰 色極細粒砂～細粒砂 水成層

4B.10YR6/4に ぶ い黄橙色シル ト～極細粒砂Fe斑 水成層

5.2.5Y6/1黄 灰色細粒砂混シル ト質粘土Fe斑 撹拌作土

6,5Y5/1灰 色細粒砂～中粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土

7.2.5Y5/2暗 灰黄色細粒砂～中粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土(SO1)

8.7,5GY5/1緑 灰色粘土質シル ト 水成層

9.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト 水成層:

10.5Y6/1灰 色細粒砂～粗粒砂 水成層:

SKl

Al,5GY5/1オ リー ブ 灰 色細 粒 砂 ～ 粗 粒砂 ブ ロ ック 混粘 土

A2.2,5Y6/2灰 黄 色 シ ル ト質粘 土 ブ ロ ック混 細 粒 砂 ～ 中粒 砂

SK2

B.5GY5/1オ リー ブ灰 色 シ ル ト質粘 土 ブ ロッ ク混 極 細 粒 砂 ～細 粒 砂

SDI・3

C.2.5GY5/1オ リー ブ灰 色 粘 土 炭

SD2

D.7.5Y6/1灰 色 極 細 粒 砂 ～細 粒 砂 少 混 粘 土Fe斑

SD4

5GY5/1オ リー ブ灰 色 粘 土Fe斑

SD5

E1.2.5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 極 細 粒 砂 ～ 細 粒 砂 混 シル ト質 粘 土 炭Fe斑

E2.7,5Y4/1灰 色 極 細 粒 砂 ～ 細 粒 砂 少 混 シル ト質 粘 土 炭Fe斑

E3.2.5GY5/1オ リー ブ灰 色 シ ル ト質 粘 土 ～ 細粒 砂 ブ ロ ック 状



SD3SOl

SD3は 南西部 で検 出 した南北方向に延びる溝で、やや蛇行 している。規模 は検 出長約10.1m・

幅20～45cm・ 深 さ約20cmを 測 る。断面逆台形で、埋土はSD1と 同 じである。下位か らの巻 き上

げ と考 えられる古墳時代初頭 頃の土師器片が少量 出土 した。SO1は 南西部で検 出 した浅い落ち

込みであ る。底部 でSD3が 検出 された もので、埋土に も変化はな く両者は一連の遺構 と捉 えら

れる。平安時代 後期 の土師器、須恵器、瓦器が出土 してお り、6を 図化 した。6は 土師器甕で、

口径16.6cmを 測 る。調整 は口縁部 ヨコナデ、体部ナデで、体部外面 には指頭圧痕が明瞭 に残 る。

外面は全体 に煤 けてお り使用品である。

SD4

SD3西 側に平行 して延 びる溝 で、規模 は検 出長約2.9m・ 幅約50cm・ 深 さ約20cmを 測 る。断

面逆台形 で、埋土は単層である。下位か らの巻 き上げ と考えられる弥生時代後期～古墳時代初頭

頃の土器片が少量出土 してお り、2を 図化 した。2は 器台の基部 と考 えられ る。調整 はヘ ラ ミガ

キで、脚部には四方孔 を施す。弥生時代後期末頃に比定 されよう。

SD5

南部で検 出 した東西方向に直線 的に延 びる溝で、SD2～4に 切 られる。規模は検出長約6.5m・

第5図 第46次 調査出土遺物

1 6
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V[小 阪合遺跡第45次調査(KS2011-45)

小阪合遺跡第46次調査(KS2012-46)

幅0.8～1.lcm・ 深 さ30～50cmを 測 る。断面逆台形で、埋土は3層 を確認 した。上部の2層 は炭 を

含み、下層 はブロック状 を呈す る。遺物 は弥生時代後期～古墳時代前期(布 留式期)の 土器片が少

量出土 してお り3～5を 図化 した。3は 小形有段鉢の小片で、口径12 .Ocmを 測 る。古墳 時代前期

初頭(布 留式期古相)に 比定 される。4は 複合 口縁壺 の口縁部、5は 小形鉢の底部 と考 えられ、弥

生時代後期 ～古墳時代初頭に比定 され よう。

7層 出土遺物

7～9を 図化 した。7は 須恵器杯蓋で、6世 紀 中頃 に比定 される。8は 壺、あるいは鉢の底部

である。9は 高杯で、脚柱部 には四方孔 を施す。8・9は 弥生時代後期 に比定 される。

4)ま とめ

今 回の調査 では弥生時代後期～中世の遺構 ・遺物 を検 出 した。遺物量はコンテナ1箱 を数える。

弥生時代後期～古墳時代前期(布 留式期)で は溝SD5を 検出 した。北部 の第28次 調査や南部の

中田遺跡第36次 調査 では弥生 時代後期 の方形周溝墓や土器棺墓 からなる墓域 を確認 していること

か ら、墓域 に関連す る溝である可能性 がある。

古墳 時代後期では土坑SK2か ら完形の須恵器杯蓋が出土 した。該期 の遺構は他 には見 られず、

また地層 中の該期 の遺物 も極少量であることか ら、居住域 に伴 う遺構 とは言い難い状況であ り、

墳墓や祭祀 に関連する遺構の可能性 もあろ う。南部の中田遺跡第31次 調査 では、土坑 から完形の

須恵器提瓶が出土 しているが、同様 の遺構である可能性があ り注 目される。

古代以降は耕作 関連溝や耕作土 を検出 し、生産域 となっていることを確認 した。

参考文献
・河村恵理2008「1小 阪合遺跡第28次調査(KS94-28)」 「小阪合遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報

告116』財団法人八尾市文化財調査研究会
・西村公助2000「皿 中田遺跡第36次調査(NT97 -36)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告66』財団法人

八尾市文化財調査研究会
・坪田真一 ・木村健明2009「1小 阪合遺跡第42次調査(KS2007 -42)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報

告126』財団法人八尾市文化財調査研究会
・原田昌則1996m中 田遺跡第31次調査(NT95 -31)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告54』財団法人

八尾市文化財調査研究会
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1区 上層調査(北 か ら)

1区 機械掘削状況(東 か ら)

2区 全 景(東 か ら)
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1区 下 層 調 査(北 か ら)

1区 北 壁(南 か ら)

2区 機械掘削状況(東 か ら)

1区 調査前(南 西か ら) 2区 調査前(東 か ら)
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調査地(西 から)機 械掘削(北 から)

全景(北 から)南 部全景(北 西から)

SK1検 出(南 から)SK1北 壁

SK2検 出(東から)SK2全 景(北 東から)
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SK2遺 物 出土状況(北 から)SK2、SD2南 壁

SD3・4南 壁SD5東 壁

下層確認 トレンチ機械掘削(北 西から)下 層確認 トレンチ(北 から)

調査状況(北 から)現 地説明会風景(西 から)
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皿 成法寺遺跡第26次 調査(SH2013-26)



例Q

・1.本 書 は、大阪府八尾市光南 町1丁 目37で 実施 した水 道庁舎機能更新(耐 震化等)に 伴 う遺構 確

認調査報告書 であ る。

1.本 書で報告する成法寺遺跡第26次 調査(SH2013-26)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘 調査指示書 に基づ くもので、八尾市 と公益財 団法人八尾市文化財調査研

究会 の問で、八尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 によ り、公益財団法人八尾市

文化財調査研 究会が八尾市から委託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査はく平成25年5月7日 ～5月8日(外 業実働2日)に 、坪 田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約17㎡ である。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・伊藤静江の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は坪田が行 い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行った。
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皿 成法寺遺跡 第26次 調査(SH2013-26)

1.は じめに

成法寺遺跡は八尾市のほぼ中央部 に位置 し、現在の行政区画では光南町1・2丁 目、清水町1・

2丁 目、南本町1～4丁 目、高美町1・2丁 目、松 山町1丁 目、明美町1丁 目、陽光園1丁 目が

その範囲 とされ、東西約1.1km・ 南北約0.6kmに 広が っている。地理的 には旧大和川の主流である

長瀬川 と玉串川 に挟 まれた沖積地上 に立地 している。周辺では北側で東郷遺跡 ・八尾寺内町、東

側で小阪合遺跡、南側で矢作遺跡 ・龍華寺跡 に隣接 し、西側には長瀬川が北流 している。

当遺跡は昭和56年5月 、八尾市教育委員会が光南町1丁 目29番 で実施 した試掘調査 によ り確認

された遺跡 で、以降大阪府教育委員会 ・八尾市教育委員会 ・当調査研究会 によ り多次にわたる発

掘調査が行 われている。 これ らの調査成果か ら、 当遺跡 は弥生時代中期か らの遺跡であ ることが

知 られている。

今 回 の調 査地 は遺跡 範囲北 西部 にあた り、周 辺 で は東部 でS56-1市 教委 調査、第5次 調 査

(SH89-5)、 南東部で第17次 調査(SH98-17)、 北東部では第9次 調査(SH91-9)の 他、八尾寺 内町第

4次 調査(YC2005-4)を 、また北部 ・南部では小規模 な遺構確認調査 を実施 している。主な成果 と

してS56-1市 教委調査、第5・9次 調査、八尾寺内町第4次 調査では弥生時代後期 ～古墳 時代後

期の集落遺構が検 出されてお り、古墳 時代前期では方形周溝墓群や埴輪円筒棺か らなる墓域が確

認 されてい る。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査は水道庁舎機能更新(耐 震化等)に 伴 う遺構確認調査で、当調査研究会が成法寺遺跡

内で行 った第26次 調査(SH2013-26)で ある。

調査 区は2箇 所(西 か ら1・2区)で 、平面形 は1区 が約3,0m×3.Omの 正方形、2区 が東西約

2.Om× 南 北4.Omの 長方形 を呈 し、総面積 は約17㎡ を測る。

調査は現地表(約T.P.+10.0～10.2m)下 約3.Omま でについて機械 ・人力掘削 を併用 して実施 し

た。なお両調査 区 ともに既設構造物の基礎や配管等 に当っていたため、1区 では調査 区東端の幅

約0.9mに ついて、2区 ではほぼ北半分についてのみ掘削が可能であった。

標高の基準 は、西側道路上の八尾市街区補助点(3C321:T.P.+9.341m)を 使用 した。

第2図 調査区位置図
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2)基 本層序

1区

0層 は盛土 ・撹乱。 ア層は既設構造物の基礎 コンクリー ト、グ リ石 である。1～3層 は粘土～

粗粒砂 の互層状 を呈す る水成層 で、河川堆積 である。

2区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は静水性 の水成層である。2層 は極細粒砂～細粒砂 の互層状 を呈する

水 成層で、河川堆積である。

3)検 出遺構 と出土遺物

両調査 区か ら遺構 ・遺物 は検出 されなかった。

3.ま とめ

今回の調査では、撹乱等により上層部 に本来の地層が遺存 してお らず、下部で河川堆積 を確認

す るにとどまった。遺構 ・遺物 も認め られず、時期等 も不 明である。

本調査 地 を含 む遺跡範囲西部 においては、 これ までに数件 の遺構確認調査(成 法寺2001-341、

2004-330、2007-283、2008-287等)が 行 われているが、いずれの調査 も中世～近世 の耕作土 やそ

れ以下の河川堆積 を確認するにとどまってい る。調査範囲が限 られてお り、深部にまで調査が及

んでいないことも考慮する必要があるが、遺跡範囲西部は基本的 に西方 を北流する長瀬川の影響

下 にあるもの と考え られ よう。

o.ア スファル ト・盛土 ・撹乱

ア.旧 施設の基礎

i,10YR6/3に ぶ い黄橙色極細粒砂～細粒砂 水成層

2.2.5Y7/3浅 黄色粘土～粗粒砂互層 水成層

3.7.5YR5/3に ぶ い褐色細粒砂～粗粒砂互層 水成層

4.5Y5/1灰 色 シル ト質粘土～極細粒砂互層 水成層

5.2.5GY7/1明 オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂互層 水成層

竺on幽 に需r研
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図
版

1

調査地(北 西から)7区 機械掘削(西 から)

1区 全景(北 東から) 1区 東壁

1区 南壁 2区 機械掘削(南東から)

2区 全景(北 西から) 2区 東壁 ・南壁
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例 口

1.本 書 は、大阪府八尾市大字服部川地内で実施 した、市道高安第30号 線道路整備工事に伴 う埋

蔵文化財発掘調査報告書である。

1.本 書 で報告する高安古墳群第7次 調査(T2011-7)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会の

埋蔵 文化財調査指示書 に基づ くもので、人尾市 と財団法人八尾市文化財調査研究会の問で、

人尾 市教 育委員会 を立会者 として締結 した契約 に より、財 団法人人尾市文化財調査研 究会

が八尾市か ら委託 を受 けて実施 した ものであ る。 なお本調査 地は、現在 の人尾市埋蔵 文化

財分布 図(平 成24年 度版)で は高安千塚古墳群の範囲に含 まれ る。

1.調 査 は当調査研 究会 坪田真一が担当 した。

1。 現地調査 は、平成23年10月7日 ～11月16日(現 場 実働8日)に 実施 した。調査面積 は約167㎡

である。

1.現 地調査 には飯塚直世 ・伊藤静江 ・梶本潤二 ・北原清子 ・芝暗和美 ・竹 田貴子 ・田島宣子 ・

村井俊子 ・村田知子 ・山内千惠子が参加 した。

1.内 業整理業務 は坪田が行い、現地調査終了後 随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集は坪田が行 った。
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皿 高安古墳 群第7次 調査(T2011-7)

1.は じめに

八尾市の東部、生駒山地西麓一帯 は、丘陵地や小規模 な扇状地が複雑 に融合 した地形 を呈 して

お り、扇状地先端部 から沖積地にかけては縄文 ・弥生時代 か らの遺跡(大 竹西 ・水越 ・郡川 ・恩

智遺跡等)が 展 開 している。また古墳時代 では前期～終末期 の古墳 が確認 されてお り、 これ らは

総称 して高安古墳群 と呼 ばれている。なかで も古墳時代 中期後半～終末期には、横穴式石室 を主

体部に持つ小 円墳が尾根上 に連なって群集墳 を形成 してお り、総数323基 が確認 されている(平成

24年3月 現在)。 そ して このうち特 に高い密度で古墳 が分布す る範 囲については、新 たに 『高安

千塚古墳群』とすることとなった(平 成24年 度以降)。高安千塚古墳群は総数224基 の古墳 か らな り、

北 か ら大窪 ・山畑支群、服部川支群、郡川北支群、郡川南支群 に分かれている。今回の調査地

は高安千塚古墳群 の中で も最 も古墳 の密度の高い服部川支群内に含まれている。

高安古墳群で は平成16～18年 度 に農道整備事業 に伴 い、北部の神立地 区380m、 南部 の大窪 ・

山畑 ・服部川地区420m、 総延長800mに 亘 る調査(第1・2・5・6次)を 実施 している。調査で

は新 たに神 立8号 墳(芝 塚2号 墳)、 大窪 ・山畑29号 墳、同46号 墳、服部川132号 墳の4基 の古墳

が発見 されたほか、服部川12号 墳 の墳丘裾部では高安古墳群内で初めて外護列石 の可能性がある

巨石列が確認 された。

第1図 高安古墳群服部川地区調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査 の方法 と経過

今 回の調査は、市道高安第30号 線道路整備工事 に伴 う調査 で、当研究会が高安古墳群内で行 っ

た第7次 調査(T2011-7)で ある。

調査地は前述の農道整備事業に伴 う調査地の南端か ら西 に下る道路両側の擁壁 ・側溝部分 にあ

たる。調査対象 は、現況道路面以下の擁壁基礎部分 ・側溝部分、及び擁壁部分 については既存 の

石垣等の法面拡幅部分 である。

調査 区の設定は工事工程に合わせて全体 を5分 割(北 西か ら1～5区)し 、4・5・2・1・3

区のlll頁に調査 を実施 した。各調査 区は幅1.0～2.5mで 、総延長約109mを 測 り、総面積 は約167㎡

を測 る。

調査 にあたっては工事掘削深度 まで について機械 ・人力掘削 により調査 を行い、断面 につ いて

は北 ・南 の法面 を対象 とした。

調査 で使用 した標高 の基準 は、工事 図面記載 の調査地東部のKBM.2:T.P.+112.336mで あ る。

2)基 本層序 と出土遺物

1層 は表土で、主に締 りの悪いいわゆる腐植土である。2・3層 は1区 で見 られた。3層 は地

山、2層 はその土壌化部分(風 化部分)と 考え られ締 りが悪い。4・5層 は2・3・5区 で見 られ

た砂層基調の水成層である。6・7層 は5区 で見 られた。6層 は土壌化層の可能性が ある。7層

は水成層である。8層 は全域 で見 られた地山層で、いわゆる岩盤層である。

3)検 出遺構 と出土遺物

地山(8層)上 面 において、1区 で土坑4基(SK1～4)、 溝1条(SD1)、3区 で土坑3基(S

K5～7)を 検 出 した。

SK1

北側が調査 区外 に至 るため詳細 は不明である。検出部の法量は東西約85cm・ 南北約40cm・ 深 さ

約30cmを 測る。埋土はブロック状の単層である。

SK2

平面形 は東西 に長い溝状 を呈 し、東部 はSK3に 削平 されている。検 出部の法量は東西約2.Om・

南北40～70cm・ 深 さ約17cmを 測 る。埋土は基本層序2層 と同 じである。

SK3

平面形 は東西 に長い楕 円形 を呈 し、法量 は東西約1.Om・ 南北約75cm・ 深 さ約15cmを 測 る。埋

土 はブロック状の単層である。

SK4

北側が調査区外 に至るため詳細 は不 明である。検出部の平面形は方形 に近 く、法量 は東西約1.5

m・ 南北約85cm・ 深 さ約40cmを 測 る。埋土はSK1と 同 じブロック状 の単層である。

SK5

北側が調査 区外 に至 るため詳細 は不 明である。検 出部の法量 は東西約3.2m・ 南北約85cm・ 深

さ約40cmを 測る。埋土 は中礫 を多 く含むブロック状 の単層である。

-42一



皿 高安古墳群第7次 調査(T2011-7)

第2図 断面図
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第4図 平面 図
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第5図SK5・6平 断面 図

SK6

南側が調査区外 に至るため詳細 は不明であ る。検出部 の法量 は東西約1.5m・ 南北約80cm・ 深

さ約35cmを 測 る。埋 土は中礫～巨礫 を密 に含むブロック状 の単層である。須恵器甕の体部片が1

点 出土 した。

SK7

北側が調査 区外に至 るため詳細は不明である。検 出部の法量は東西約1.3m・ 南北約40cm・ 深

さ約25cmを 測る。埋土は基本層序1層 に類似す るものである。

SDl

1区 西部で検 出 した調査 区に沿 って延 びるやや蛇行す る溝 で、検 出長約3.7m・ 幅約30cm・ 深

さ約18cmを 測 る。埋土 は水成層の単層である。

3.ま とめ

今 回の調査地は高安千塚古墳群の中で最 も古墳が密集する服部川支群 に位置 してお り、北 ・南

に近接す る尾根上には古墳 が連なって造営 されてい る。現況 の地形では2区 北側 は道路面及 び西

の1区 と約3mの 比高差があ り、高 ま りが認 められ ることか ら、古墳 の存在 も想定 されたが、薄

い表土直下が地 山(岩盤層)と なっていた。

北側の1・3区 では地山面で時期不明の土坑 を検 出 した。周辺には後期古墳が分布 しているこ

とや、SK6か ら須恵器片が出土 したことか ら、 これらが石室石材 の抜 き取 り痕の可能性 もある

が、明確 にはで きなか った。
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・成海佳子2009『高安古墳群 薗光寺跡発掘調査報告書 一府営農林漁業揮発油税財源身替農道整備事業(八尾

地区)に伴う発掘調査一 財団法人八尾市文化財調査研究会報告124』財団法人八尾市文化財調査研究会
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3区SK205・206(南 東 か ら) 3区SK205(南 か ら)

3区SK205・206完 掘(東 か ら)3区SK207(南 か ら)

3区 東半(西 から)3区 掘削状況(西 から)

4区 機械掘削(北西か ら)4区 西半南壁
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4区 中央南壁 4区 中央南壁

4区 調査状況(北 西から)

5区(東 か ら)

5区 東半南壁

5区(西 から)

5区 東部(北 東から) 5区 西半南壁
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例 薗

1.本 書 は、大阪府八尾市美園町2丁 目(美園小学校)地 内で実施 した耐震性緊急貯水槽設置工事

(その2)に 伴 う発掘調査報告書 である。

1.本 書 で報告す る美 園遺跡第9次 調査(MS2012-9)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会の

埋蔵文化財調査指示書 に基づ くもので、人尾市 と公益財団法人人尾市文化財調査研究会の

問で、八尾市教育委員会 を立会者 として締結 した契約 に より、公益財 団法人八尾市文化財

調査研究会が八尾市か ら委託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成24年11月16日 ～12月5日(外 業実働10日)に 、坪田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約98.6㎡ である。

1.現 地調査 には伊藤静江 ・芝崎和美 ・竹田貴子 ・村井俊子 ・村 田知子が参加 した。

1.内 業整理業務 は坪 田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集は坪田が行 った。
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IX美 園遺跡第9次 調査(MS2012-9)

IX美 園遺跡第9次 調査(MS2012-9)

1は じめ に

美園遺跡 は八尾市北西部 に位置 し、現在 の行政区画では美園町1～4丁 目がその範 囲とされて

お り、遺跡範囲は南北約600m・ 東西約500mに 及んでいる。地理的 には旧大和川の主流である長

瀬川 と玉 串川 に挟 まれた沖積地上 に立地 し、北側 には友井東遺跡、南側 には佐堂遺跡 ・宮 町遺跡

が隣接 している。

当遺跡 は、昭和50(1975)年 に大阪府教育委員会が府道大阪中央環状線敷地内で実施 した河内ラ

インガス導管布設に伴 う発掘調査 で発見 された遺跡である。昭和53(1978)・54(1979)年 度 には八

尾市教育委員会 による最初 の発掘 調査が美園町2丁 目において実施 され(市 教委S53・S54。 当時

は佐堂遺跡 として調査)、 古墳時代初頭～前期 の壺棺 や遺物包含層、古代～中世の遺物包含層等

が確認 された。そ して昭和55(1980)～58(1983)年 度 には、近畿 自動車道建設 に伴 う発掘調査が(財)

大阪文化財 セ ンターにより実施 され、縄文時代後期～近世の遺構 ・遺物が検 出されている。なか

で も古墳時代前期の方墳である美 園古墳 の検 出は特筆 され、検出状態のまま地 中に保存 されるこ

ととな り、周濠内出土の家形埴輪 ・壺形埴輪 は重要文化財指定 を受 けている。

今回の調査地周辺では、前述の市教委調査や市教委S56の 他、下水道工事 に伴 い当調査研究会

が第1・2・4次 調査(MS92-1・92-2・95-4)を 実施 している。 これ らの調査では弥生時代後期 ～

古墳時代 の遺構 ・遺物、平安時代の水 田等が検出されている。

第1図 調査地位置図
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表1美 園遺跡発掘調査一覧表

調査名 文献 主な時代・遺構・遺物

府センター

美園

渡辺昌宏・他1985『美 園 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概

要報告書』財団法人大阪文化財センター

縄文時代～近世。

美園古墳。家形埴輪。

府1999 泉本知秀1999『美 園遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報告1998-4』 大阪府教育委員会
弥生時代前期～中期。

竪穴住居等。

東大阪
第1次

池崎智詞2001『共同住宅建設工事に伴う美園遺跡第1次発掘調査報告』財団法人東大阪
市文化財協会

奈良時代～鎌倉時代。
土壙・溝等。墨書土器。

市教委S53
米 田敏幸1981「6.佐 堂遺跡」『昭和53・54年度埋蔵文化財発掘調査年報 人尾市文化財調

査報告7』人尾市教育委員会 ※当時は佐堂遺跡として調査

弥生時代終末期～古墳

時代前期。遺物包含層。

市教委S54
米 田敏幸1981「5.佐 堂遺跡」『昭和53・54年度埋蔵文化財発掘調査年報 人尾市文化財調

査報告7』 八尾市教育委員会 ※当時は佐堂遺跡として調査

古墳時代。

壺棺。

市教委S56
米 田敏幸1983「第5章 美園遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報

1980・1981年度(財)人 尾市文化財調査研究会報告2』財団法人人尾市文化財調査研究会

古墳時代初頭～前期。
建物・井戸・溝。

美 園第1次

MS1992-i

成海佳子1993「X美 園遺跡第1次 調査(MS92-1)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告
八尾市文化財調査研究会報告39』財団法人人尾市文化財調査研究会

弥生時代終末期～古墳

時代前期。

土坑・溝・柱穴等。

美 園 第2次

MS1992-2

岡田清一1993「XI美 園遺跡第2次 調査(MS92-2)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告

八尾市文化財調査研究会報告39』財団法人人尾市文化財調査研究会

古墳時代後期の溝。

平安時代の水田

美 園 第3次

MS1994-3

高萩千秋1996「VI美 園遺跡第3次 調査(MS94-3)」 『財団法人人尾市文化財調査研究会

報告50』財団法人八尾市文化財調査研究会
平安時代末の水田。

美 園 第4次

MS1995-4

西村公助1996「XIV美 園遺跡第4次 調査(MS95-4)」 『財団法人八尾市文化財調査研究

会報告53』財団法人人尾市文化財調査研究会

弥生時代～古墳時代前

期の落ち込み。

美 園 第5次

MS2001-5

高萩千秋2003「X冊 美園遺跡第5次 調査(MS2001-5)」 『財団法人八尾市文化財調査研

究会報告75』財団法人八尾市文化財調査研究会

古墳時代以前の河川堆
積。

美 園 第6次

MS2006-6

坪田真一・他2008「第2節 美園遺跡第6次 調査(MS2006-6)」 『財団法人人尾市文化財調
査研究会報告115』財団法人八尾市文化財調査研究会

河川堆積。

美園 第7次

MS2009-7

坪田真一2012「II美 園遺跡第7次 調査(MS2009-7)」 『財団法人八尾市文化財調

査研究会報告139』 財 団法人人尾市文化財調査研究会

中世。

井 戸 ・土坑 等 。

美 園第8次

MS2010-8

高萩千秋2012「皿 美園遺跡第8次 調査(MS2010-8)」 『財団法人八尾市文化財調査研究

会報告137』財 団法人八尾市文化財調査研究会

中世 。

井 戸 ・土 坑 等。

2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は、八尾市立美園小学校 のグラウン ド内で実施 され

る耐震性緊急貯水槽設置工事 に伴 う発掘調査 で、当調査研究会が

美園遺跡 内で行 った第9次 調査(MS2012-9)で ある。

調査 地平面形 は東西約4.4m× 南北約22.4mの 長方形 を呈 し、面

積 は約98.6㎡ を測 る。

調査 は、現地表下約1.8mま でを機械掘削 とし、ここまでは北部 ・

南部において地層の確認 を実施 した。以下約1.5mに ついては北 ・

東 ・南 に地層観察用の壁 を残 しなが ら、人力 ・機械 掘削併用 によ

り調査 を実施 した。 また工事掘削深度である以下の約1.2mに つ

いては、調査区内の3箇 所に機械掘削による下層確認 トレンチ(北

か ら1～3)を 設定 し、地層 の確認 を実施 した。

調査 で使用 した標高の基準は、調査地北東部の校 門付近 に位置

する四級基準点相当の八尾市街 区補助点 〈3B229:T.P.+6.507m>

である。

第2図 調査区位置図
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工X美園遺跡第9次調査(MS2012-9)

2)基 本層序 と出土遺物

東壁断面 により基本層序(0～32層)を 設定 した。この うち0～5層 については、機械掘削の際

に調査区北端 ・南端で確認 した。 また20層 以下 は北端 ・中央 ・南端 に設定 した下層確認 トレンチ

での確認である。

0層 はグラウ ンド造成時の盛土、1層 は旧耕土である。2～5層 は撹拌 された作土である。6

層は水成層である。7・8層 はブロック状、9層 は撹拌 された作土で、9層 上面が第1面 である。

10・11層 の粘土 は湿地性 の水成層である。10層 か らは古墳 時代後期頃の土師器 ・須恵器の小片 が

極少量出土 した。12層 は土壌化層で、作土の可能性がある。南部で古墳時代初頭 頃の土師器片が

少量 出土 した。13層 は水成層 と考 えられる。14層 は水成層で、第2面 検 出の 自然河川(NR201)

の堆積土である。東部の河川か ら供給 された洪水砂 とも捉 えられる。15～18層 の粘土～シル トは

湿地性の水成層である。19層 は水成層 で、第3面 検 出の 自然河川(NR301)の 堆積土である。20

層の粘土 は湿地性の水成層である。21層 の極細粒砂 ～細粒砂 は洪水砂 と考 えられる。22～25層 は

湿地性 の水成層で、25層 上部は暗色 を呈 し土壌化 している と考えられ る。26層 のシル ト～細粒砂

互層は洪水砂 と考 えられ る。27～29層 は湿地性 の水成層であ る。30層 の粘土は暗色 を呈 し、土壌

化 してい る可能性がある。31層 は湿地性 の水成層である。

3)検 出遺構 と出土遺物

〈第1面 〉(T.P,+4.7m)

作土である9層 上面で検出 した水 田面 である。東壁北部 においては約10cm程 度の高ま りが認 め

られたことか ら、畦畔の存在が考え られたが、平面では確 認できなかった。北半部 においては砂

粒 で充填 されたヒ トや動物(偶 蹄類)の 足跡が多数見 られた。砂粒 は水 田面 を覆 った洪水砂 と考 え

られるが、足跡部分のみ遺存 している。水 田の時期 については、10層 か ら古墳時代後期頃の土器

が出土 していることか ら飛鳥時代以降に比定で きよう。

〈第2面 〉(T.P.+3.9m)

南半部に見 られる15層 上面で 自然河川(NR201)を 検 出 した。調査 区中央で北西 一南東方向の

肩 を検 出 した もので、流心は東方 に求め られ、幅 は9m以 上 を測 る。断面形状 は肩か ら緩やか に

北東方向 に下がってゆ き、堆積土は14層 の粘土～中粒砂互層で、南部 では粘土～シル ト互層 となっ

ている。層厚 は調査 区北東角が最大 とな り約40cmを 測 る。遺物 は出土 していない。時期的には古

墳時代初頭以前 と考え られるが明確 ではない。

〈第3面 〉(T.P.+3.4m)

20層 上面 で自然河川(NR301)を 検出 した。NR301は 調査区南部で北西 一南東方向の蛇行する

肩 を検出 したもので、流心 は東方 に求め られ、幅 は8m以 上 を測る。断面形状 は肩か ら緩やかに

北東方向に下がった後、北東部でさらに深 くなる。堆積土 は19層 のシル ト～細粒砂互層で、層厚

は調査 区北東角が最大 とな り約80cmを 測 る。遺物は出土 していない。第2面NR201の 前身河川

と捉 えられるが、時期等 は不 明である。
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]X美 園遺跡第9次 調査(MS2012-9)

0.盛 土 ・撹舌L

1.2.5GY6/1オ リーブ灰色極粗粒砂混粘土質シル ト 旧耕土

2.7.5GY4/1暗 緑灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

3.7.5GY5/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

4.2.5GY6/1オ リーブ灰色極粗粒砂～細粒砂混粘土Mn斑 撹拌作土

5.10YR6/2灰 黄褐色細粒砂混シル トFe斑 撹拌作土?

6.10YR7/6明 黄褐色シル ト～極細粒砂Fe斑 水成層

7.10YR7/3に ぶ い黄橙色シル ト～極細粒砂混シル ト質粘土Fe斑 ブロック状作土

8.2.5Y6/1黄 灰色シル ト～極細粒砂ブロック混粘土Fe斑 ブロック状作土

9.2.5Y5/1黄 灰色粘土Fe斑 撹拌作土

10.2.5Y3/1黒 褐色粘土 細かい植物遺体 水成層

11.5GY6/1オ リーブ灰色粘土 水成層

12.5GY3/1暗 オ リーブ灰色シル ト混粘土 土壌化層(撹拌作土?)

13.7.5GY5/1緑 灰色極細粒砂混シル ト質粘土 水成層?

14.7.5GY5/1緑 灰色粘土～中粒砂互層 河川堆積(NR201)

15.5BG6/1青 灰色シル ト混粘土 水成層

16.5BG5/1青 灰色粘土～シル ト互層 水成層

17.5GY4/1暗 オ リーブ灰色粘土 水成層

18.5Y3/1オ リーブ黒色粘土 植物遺体 水成層

19.5Y7/3浅 黄色シル ト～細粒砂互層 ラミナ状植物遺体 河川堆積(NR301)

20.5Y3/1オ リーブ黒色粘土 ラミナ状植物遺体 水成層

21.10Y5/1灰 色極細粒砂～細粒砂 水成層

22.5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂混粘土 水成層

23.5GY6/1オ リーブ灰色粘土 水成層

24.7.5GY5/1緑 灰色粘土～シル ト 水成層

25.2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト混粘土 水成層 上部土壌化

26.5Y5/1灰 色シル ト～細粒砂互層 水成層

27.10YR4/3に ぶ い黄褐色粘土～シル ト互層 ラミナ状植物遺体 水成層

28.10YR4/3に ぶ い黄褐色粘土 植物遺体

29.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト混粘土 水成層

30.5Y3/1オ1丿 一ブ黒色粘土 土壌化層?

31.7.5GY6/1緑 灰色粘土 水成層

第4図 断面 図、第2・3面 平面図
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IX美 園遺跡第9次調査(MS2012-9)

3.ま とめ

今 回の調査では第1面 で水 田遺構、第2・3面 で 自然河川を検 出 した。遺構や出土遺物に乏 し

く、各遺構面の時期や性格 については不明 といわざるを得 ない。

第1面 については南部の第2次 調杢で確認 している平安時代 の水 田に相 当す る可能性がある。

また同調査では約T.P.+4.4mで 古墳時代後期 の遺構 を検 出 しているが、該期の土器 を含む本調査

の第10層 が この遺構面に相当する と考えられ、 レベル的にもほぼ合致す るものである。当地では

遺構は認め られず、居住域か らは外れている可能性が高い。

第2・3面 検 出の自然河川(NR201・301)に ついては、共 に調査地の東方に流心が求 められ、

調査 地西方の長瀬川、東方の楠根川 と流向 を同 じくす る河川である。埋没の時期等 は不明である。

北西部の近畿 自動車道調査地(府 セ ンター美園)で は古墳時代前期 のBNR301、 弥生時代 中期の

BNR201・202等 の 自然河川が検出されているが、NR201が 前者、NR301が 後者 に繋がってゆ

く可 能性が考え られる。
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例 目

1.本 書 は、大阪府八尾市本 町二丁 目2番8号 で実施 した、(仮 称)人 尾図書館等建設 に伴 う発掘

調査報告書 である。

1.本 書で報告する八尾寺内町第6次 調査(YC2011-6)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財調査指示書 に基づ くもので、八尾市 と財団法人八尾市文化財調査研究会の間

で、人尾市教 育委員会 を立会者 として締結 した契約 に より、財 団法人八尾市文化財調査研

究会が八尾市か ら委託 を受 けて実施 したものである。

1.調 査 は当調査研 究会 坪田真一が担当 した。

1.現 地調査ほ、平成23年9月20日 ～平成24年1月23日(現 場実働21日)に 実施 した。調査面積 は

約186㎡ である。

1.現 地調査 には飯塚直世 ・伊藤静江 ・梶本潤二 ・芝暗和 美 ・竹田貴子 ・田島宣子 ・西 出一樹が

参加 した。

1.内 業整理業務 は坪田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行 った。

1.基 準点測量及び航空写真測量は株式会社 かんこうに委託 した。
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X八 尾寺 内町第6次 調査(YC2011-6)

1.は じめに

八尾寺内町は、八尾市北西部 に位置する弥生時代中期以降の複合遺跡である。現在の行政区画

では、八尾市本町2～5丁 目の約500m四 方がその範囲に当た り、旧大和川の主流であ った長瀬

川右岸の沖積地上 に位置す る。周辺では北側に宮町遺跡、東側 に東郷遺跡、南側に成法寺遺跡が

隣接する他、西側 に旧大和川の主流であった長瀬川 を挟 んで久宝寺遺跡が所在する。遺跡範 囲内

の現地表の標高は、T.P.+8.3～10.5mを 測 る。

当遺跡名の由来 となる八尾寺内町は、慶長11(1606)年 に、森本七郎兵衛 ら17人 を主導者 とす る

一部の久宝寺寺内町住 人 と慈願寺が久宝寺寺 内町を出て
、長瀬川(旧 大和川本流)沿 いの荒野の地

を開拓 し移住 したことに始 まる。この移住については、久宝寺寺 内町において顕証寺の下代 とし

て、かつ久宝寺村の庄屋 を務めていた安井氏の独裁的 ・専制的な特権行為に対抗 したためである

が、その背景 には本願寺の東西分派があ った とされる。翌年 には東本願寺の掛所 として大信寺御

第1図 調査地位置図
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坊が建立 され、やが て大信寺 を中核 とする寺内町が形成された。そ して江戸時代後半以降、八尾

の中核 的な地域 として発展 してゆ く。

今 回の調査地は遺跡範囲の南東部に位置 してい るが、享保年 間(1716～1735)作 成 と考え られる

絵図 『河内国若江郡八尾郷絵図』 によると、寺 内町 を巡る環濠の外側 にあたる。

当遺跡内で はこれ までに、当研究会 による第1～5次 調査の他、小規模 な遺構確認調査が実施

されている。第1次 調査では竪穴住居等で構成 された弥生 時代後期末～古墳 時代初頭の居住域 を

確認 した。同時期の遺構 は第4次 調査や南の成法寺遺跡(SH)第5・9次 調査等 において も確認 し

ている。第2次 調査では古墳時代前期布留式期の遺構 を検 出 した。同時期 の遺構 は東 ・北 に近接

する東郷遺跡(TG)第37次 調査や市56年 調査で も確認 されていることか ら、今回の調査地一帯 に該

期 の集落が展開 してい ると考えられる。遺跡範囲北部の第3次 調査では寺 内町形成以前 にあたる

平安時代末～室町時代の集落遺構 が検出 されている。

2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査は(仮 称)八 尾 図書館等建設 に伴 う調査 で、当調査研究会が八尾寺内町で行 った第6

次調査(YC2011-6)で ある。

調査 区は4箇 所 で、約3.0×3.Om-2箇 所(1・2区)、 約6.0×14.Om-2箇 所(3・4区)、

総面積約186㎡ である。3・4区 については当初9.0×20.Omの 上幅 を予定 していたが、既設建物

解体時の工法上 の制約 によ り縮小 した ものであ り、総面積 は予定 の約378㎡ か ら減少 している。

また3区 は北側 に既設地下構造物が存在 したため予定 より南 に移動 している。

凵 八尾市役所西館

1区

2区

3区

4区

④

府
道
近
鉄
八
尾
停
車
場
線

幽
第2図 調査区位置図
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調査 は1・2・4・3区 の川頁に実施 した。調査地の既設建物が地下駐車場 を備 えていたことか

ら、1・2区 は周辺道路面か ら約1.1m、 また3・4区 は建物解体 によりさらに約1 .Om下 がった

レベルか らの調査 となっている。 なお1区 については、掘削直後 より西側か らの湧水が著 しかっ

たため、平面的な調査 は実施できず、一部で断面の観察 を行 った。

地区割 り、標高の基準については基準点測量 を委託 し、国土座標第V[系 によ り実施 した。また

3区 の調査 に際 しては2回 の航空写真測量 を実施 した。

遺構名 は、遺構略号+面+二 桁番号 と し、1区 か ら順 に付 した(SD101:第1面 の1番 目の溝)。

2)基 本層序 と出土遺物

0層 一盛 土 ・撹乱。2区 では地表下2m付 近、 ユ ・3・4区 では3～4m付 近 まで、 さらに3

区中央 では5m付 近 まで既設建物の基礎や地下構造物、解体時の撹乱が及んでいる。

1～4層 一2区 西部でのみ確認 した。粘土～極細粒砂 か らなる湿地性の水成層である。

5～10層 一全域 に広がる湿地性の水成層 で、層厚約1.4mを 測る。粘土～シル トの互層状 を成 し、

ラミナ状 の植物遺体 や炭酸鉄を含む。

11～15層 一4区 で見 られた湿地性 の水成層で、植物遺体や炭酸鉄 を多 く含 む。第1面 検出の落

ち込み埋土 となっている。

16～21層 一3・4区 で見 られた粘土～細粒砂の水成層 で、植物遺体や炭酸鉄 を含む。18～21層

は3区 第1面SO101の 埋土 となってい る。

22層 一3・4区 で見 られたシル ト質粘土混細粒砂～粗粒砂 である。撹拌 され汚れた層相 である

が、人為的な ものではない と考え られる。

23～25層 一4区 で見 られた粘土～極細粒砂の互層状 の水成層で、植物遺体や炭酸鉄 を含 む。

26・27層 一4区 で見 られた細粒砂 ～粗粒砂混粘土～ シル ト質粘土である。やや汚れた層相 であ

るが、人為 的なものではないと考 えられ る。27層 上面では踏み込み状の窪みに25層 のシル トが溜

まる状況が見 られた。

28・29層 一3区 検出の高 まり101の 構築層で、暗色 を呈するブロック状 の層相 である。

30層 一3区 検 出のSD301の 最終埋 土で、ブロック状 の層相である。

31・32層 一3区 で見 られたシル ト質粘土～細粒砂の互層状 をなす水成層である。3区 西部では

SD301に 落ち込んでいる。

33層 一4区 検 出のSD302の 埋土で、シル ト～細粒砂の互層状 をなす水成層 である。

34～38層 一3・4区 全域 に亘 る河川堆積である。底面 の レベルは3区 北部で約T .P.+3.3m、 南

部で約T.P.+3.1m、4区 ではT.P.+3.Om以 下に及ぶ。上層 にあたる34～36層 は極細粒砂～極粗粒

砂 の互層か らな り、層厚 は3区 で0.5m、4区 で1.2m以 上 に及ぶ。下層の37・38層 は3区 で見 ら

れ、粘土～シル トか らな り、植物遺体 を多 く含む。層厚 は0.3mを 測 る。

39層 一3区 で見 られた極細粒砂～細粒砂混 シル ト質粘土で、上部は土壌化 している。上面が第

3面 であ る。

40層 一3区 で見 られた細粒砂～粗粒砂か らなる河川堆積 である。液状化 による噴砂が全域 で認

められた。
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3)検 出遺構 と出土遺物

〈第1面>

3区(約T.P.+4.5m)で 高 まり1箇 所(高 まり101)、 落ち込み1箇 所(SO101)、 畦畔状遺構1条

(畦畔状遺構101)、4区(約T.P.+4.8m)で 落ち込み3箇 所(SO102～104)を 検 出 した。層位 的に

みて3区 の遺構群 は4区 の遺構群 より時期的に先行する。

高 まり101・SO101

高 ま り101は3区 南西角 に位置 し、西北西 一東南東方向に延びる肩か ら北東方向に落ち込 むS

O101に 至る。高 まり101は 人為的な盛土 と考 えられ る28・29層 で構成 されてお り、検出長約4.5m・

高 さ約40cmを 測 る。平面的には捉 えていないが、28層 は3区 南東角 にも認め られることか ら、3

区南辺 に沿って延 びている可 能性が高 く、長 さ12m以 上 を測 る と考 えられ る。 なお第2面SD

201の 上位 に重複 して構 築 されているが、意図的な もの と考 え られ よう。SO101は 高 まり101の

北東側全域を占め、東西12m以 上 に広がる。深 さ約40cmを 測 り、埋土 は18～21層 にあたる水成層

であ る。遺物 は高 まり101際 で弥生土器 と考え られる土器片が1点 出土 した。

畦畔状遺構101

3区 東部のSO101底 面で検 出 した。北西 一南東方向に延びる もので、上幅0.9～1.2m・ 検 出

長約3.1m・ 高 さ約10cmを 測 る。盛土 されたものではな く、 また上面の顕著な土壌化 や作土の存

在 は認め られない。

SO102・103

4区 西部 に位置 し、16層 上面か ら落ち込 むものであ る。SO102は 南北方向 に延 びる蛇行す る

肩か ら西に落ち込み、規模 は南北3.1m以 上 ・東西1.0～2.2m以 上 を測 る。SO103は 弧状 を呈す

る肩 か ら南 に落ち込む土坑状で、規模 は南北0.7m以 上 ・東西2.5m以 上 を測 る。2基 は一連の遺

構の底部の起伏 と考 え られ、16層 上面か らの深 さは約45cmを 測 る。埋土 はSO103に15層 が堆積

した後に、両遺構 に14・11層 が堆積する状況で、いずれ も湿地性 の水成層である。

SO104

4区 南東部に位置 し、SO102・103と 同 じく16層 上面か ら落 ち込む ものである。北東 一南西方

向の肩か ら南東 に落 ち込む状況で、規模 は長さ4.1m以 上 ・幅2.Om以 上 を測 る。埋土は11～13層

か らなる湿地性 の水成層で、深 さ約0.6mを 測 る。

〈第2面>

3区(約T.P.+4.1～4.2m)で 土坑1基(SK201)、 溝1条(SD201)、4区(約T.P.+4.2皿)で 溝

1条(SD202)を 検 出 した。

SK201

3区 東部に位置 し、31層 上面で検 出した。平面不定形 な土坑であるが、本来は北西 一南東方向

に主軸 を有するもの と考 えられる。規模 は南北約2.5m・ 東西約2.Omを 測 る。深 さは約5cmと 浅

く、埋土 は上位の22層 が落 ち込む。 自然地形 の可能性がある。

SD201

3区 南西部、河川堆積 である砂層(34～36層)上 面で検 出 した溝である。西北西 一東南東方向に

延びる北肩 を検 出 した もので、検出長約4.Om・ 幅1.5m以 上 ・深 さ30cm以 上 を測 る。埋土 は構築

面上位 に堆積する水成層である31・32層 が落ち込み、最終的にはブロ ック状の30層 に より埋め ら
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周 辺 の 道 路 面:約 丁.P.+8.8m

o.盛 土 ・撹 乱

1.7.5Y3/2オ リー ブ黒 色 粘 土 ～ シ ル ト互 層

2.7.5Y5/1灰 色 粘 土 ～ 極 細 粒 砂 互 層

3.7.5Y3/2オ リー ブ黒 色 シル ト質粘 土

4.2.5GY3/1暗 オ リー ブ灰 色 シ ル ト混 粘 土

5.2.5GY6/1オ リー ブ灰 色 シル ト質粘 土 ～ シル ト互 層 ラ ミナ 状 植 物 遺 体

6.2.5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 粘 土 ～ シ ル ト互 層 ラ ミナ 状 植 物 遺 体

7.5GY5/1オ リー ブ灰 色 粘 土 ～ シ ル ト質粘 土 互 層

8.10GY5/1緑 灰 色 粘 土 炭 酸 鉄

9.10GY6/1緑 灰 色 粘 土 ラ ミナ 状 植 物遺 体

10.5BG4/1暗 青 灰 色 粘 土 稙 物 遺 体 多

11.5BG5/1青 灰 色 粘 土 炭 酸 鉄

12.7.5GY4/1暗 緑 灰 色 粘 土 植 物 遺体 多

13.2.5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 ～ 粗粒 砂 少 混 粘 土 植 物 遺 体 多

14.10GY5/1緑 灰色極細粒砂混粘土 炭酸鉄

15.5GY6/1オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂多混粘土 植物遺体

16.10G5/1緑 灰色粘土 炭酸鉄

17.5G5/1緑 灰色極細粒砂少混シル ト質粘土 炭酸鉄多

18.10G4/1暗 緑灰色粘土 植物遺体

19.5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～粘土互層 ラミナ状植物遺体

20.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト質粘土 植物遺体多

21.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色細粒砂混シル ト質粘土 植物遺体多

22.2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト質粘土混細粒砂～粗粒砂 炭酸鉄 植物遺体

23.2.5GY6/1オ リーブ灰色シル ト～極細粒砂互層

24.10GY4/1暗 緑灰色粘土 ラミナ状植物遺体

25.2.5Y6/3に ぶ い黄色シル ト

26.10GY4/1暗 緑灰色細粒砂～粗粒砂多混粘土

27.2.5GY3/1暗 オ リーブ灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 植物遺体多

28.7.5Y3/2オ リーブ黒色極細粒砂～粗粒砂多混粘土質シル ト 植物遺体 ブロック状

29.5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状

30.7.5GY4/1暗 緑灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト ブロック状

31.5Y7/3浅 黄色極細粒砂～細粒砂

32.2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト質粘土～細粒砂互層

33.7.5GY5/1緑 灰色シル ト～細粒砂互層 ・

34.2.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂～極粗粒砂互層1

35.2.5GY6/1オ リーブ灰色極細粒砂～中粒砂互層

36.2.5GY6/1オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂互層

37.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト質粘土～シル ト互層 植物遺体多

38.5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂～細粒砂極少混粘土 植物遺体

39.5BG5/1青 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 上部土壌化

40.2.5Y6/3に ぶ い黄色極細粒砂～粗粒砂

第3図 断面図
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第4図3区 平面図
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第5図4区 平面図

れてい る。 なお埋没後、上位 に高 ま り101が 構 築 されてお り、 これが連続的 なものか、時間的に

隔た りがあるのかは不 明であるが、高ま りを構築す るために、埋没 しつつあった当溝 を埋 め立て

て地形 を平坦化 したもの と推察 される。

SD202

4区 北西部、河川堆積である砂層(34層)上 面で検 出 した溝 である。東北東 一西南西方向に延 び

る南肩 を検出 したもので、検 出長約6.Om・ 幅2.2m以 上 ・深 さ約30cmを 測 る。埋土 はシル ト～細

粒砂か らなる水成層(33層)の 単一層である。下位の河川(34～36層)の 最終的な流路部分 である可

能性がある。

〈第3面>

3区39層 上面(T.P.+3.1～3.3m)は 土壌化 してお り、遺構 は認め られなかったが噴砂 による砂

脈 を確認 した。40層 の液状化 による噴砂で、高 さ40cm、36層 にまで及ぶ もの も見 られた。東西方

向に延 びるものが多 く、北西 一南東、北東 一南西方向の もの も見 られる。

・:
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3.ま とめ

今 回の調査 では遺構 ・遺物 の検 出は希薄 なものであった。

北側 の東郷遺跡第37次 調査(TG91-37)で は、T.P.+6.6mで 古墳時代前期 、T.P.+7.2mで 平安

時代後期～室 町時代、 また南側の八尾寺 内町第2次 調査(YC97-2)で はT.P.+6.lmで 古墳時代

前期の生活面が確認 されている。 しか し本調査地においては、大部分がT.P.+6.Om以 下 まで既設

建物等 による削平 ・撹乱が及 んでお り、 これ ら周辺で確認 されている古墳 時代前期以降の生活面

は遺存 していなかった。上層部が確認で きた2区 の地層 を見る限 りでは、古墳時代前期の集落域

は西には広が らない ものと考 えられる。

第1面 では3区 で人為的 に構築 された高 まりや畦畔状遺構 を検出 した。類似する遺構 として、

西方の久宝寺遺跡では、弥生時代申期～後期 において高 まりや畦畔か らなる水 田域が検 出されて

い る。本調査 では作土 は認め られなかったが、同様 の性格 の遺構 である可能性が考 えられ よう。

出土遺物 は弥生土器 と考え られる細片1点 のみで、時期的には断定で きないが、周辺の調査成果

か ら勘案 して第1面 の時期 は古墳時代初頭以前 に比定 される。

第2面 で検 出 した土坑や溝 については、人為的 な遺構 であるか どうか不明である。

第3面 で は3区 で液状化 による噴砂 を確認 した。
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図
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3

3区 第1面 高 ま り101(北 か ら)3区 高 ま り101南 ・西 塵

一'一 一

3区 第1面 畦畔状遺構(南 西から)3区 調査状況(北 西から)

3区 第2面 航空写真(上 が北)
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3区 第2面(東 か ら)3区 第2面SK201(北 か ら)

、P、 睥 屮.し 一 一1.

3区 第2面SD201検 出(北東から)3区 第2面SD201(北 東から)

3区 第3面(東 から)3区 第3面 西部(北 東か ら)

3区 西 ・南壁噴砂3区 調査状況(西 から)
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4区So103南 壁(西 か ら)

4区 第2面(西 から)

4区SO104南 壁(西 か ら)

4区 第2面SD201(東 か ら)
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4区 西壁 4区 東壁
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ふ り が な

所 収 遺 跡

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北緯 東経 調査期間
調査面積

(2m)

調査
原因市町村

遺跡
番号

うえまついせき

植 松 遺 跡

(第13次 調 査)

おおさかふやおしうえまつちょう3ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市植 松 町3丁 目 27212 63

34度

37分

03秒

135度

35分

44秒

20130520
～

20130521

約16
記録保存調査

JR八尾駅周辺整備

遣構確認調査

おおたがわいせき

太田川遺跡
(第3次 調査)

おおさかふやおしみずこし3ちょうめほか

大 阪府 八 尾市 水 越3丁 目 27212 55

34度

38分

06秒

135度

38分

19秒

20131028 約9

記録保存調査

消防機械器具置場改築

遺構確認調査

おんぢいせき

恩智遺跡

(第25次調査)

おおさかふやおしおんぢきたまち4ちょうめ

大 阪府 八 尾 市 恩 智 北 町4丁 目 27212 30

34度

36分

35秒

135度

38分

00秒

20120326 約4

記録保存調査

給食調理場改築

遺構確認調査

かめいいせき

亀井 遺 跡

(第17次 調 査)

おおさかふやおしかめいちょう4ちょうめ

大 阪府 八 尾 市 亀 井 町4丁 目 27212 26

34度

36分

50秒

135度

34分

42秒

20120723 約4
記録保存調査

流域貯留浸透施設

かやふりいせき

萱振 遺 跡

(第30次 調 査)

おおさかふやおしあさひがおか5ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市 旭 ヶ丘5丁 目 27212 65

34度

38分

01秒

135度

36分

39秒

20140122 約7
記録保存調査

駐車場整備

ござかあいいせき

小 阪合 遺 跡

(第45次 調 査)

おおさかふやおしやまもとちょうみなみ8ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市 山本 町 南8丁 目 27212 40

34度

37分

12秒

135度

37分

06秒

20110926
～

20110927

約8
記録保存調査

校舎改築

遺構確認調査

ござかあいいせき

小 阪 合 遺 跡

(第46次 調 査)

おおさかふやおしやまもとちょうみなみ8ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市 山本 町 南8丁 目 27212 40

34度

37分

12秒

135度

37分

08秒

20130128
～

20130208

約264
記録保存調査

校舎改築

じょうほうじいせき

成 法 寺 遺 跡

(第26次 調 査)

おおさかふやおしこうなんちょう1ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市 光 南 町1丁 目 27212 73

34度

37分

28秒

135度

35分

54秒

20130507

～

20130508

約17
記録保存調査

水道庁舎機能更新

遺構確認調査

たかやすごふんぐん

高 安 古 墳 群

(第7次 調査)

おおさかふやおしおおあざはっとりがわ

大 阪府 八 尾市 大 字服 部 川 27212 12

34度

37分

20秒

135度

38分

49秒

20111007

～

20111116

約167
記録保存調査

市道高安第3腸線道路整備

みそのいせき

美園遺跡

(第9次 調査)

おおさかふやおしみそのちょう2ちょうめ

大 阪府 八 尾市 美 園 町2丁 目 27212 34

34度

38分

17秒

135度

35分

43秒

20121116
～

20121205
約98.6

記録保存調査

耐震性緊急貯水槽設置

やおじないまち

人尾寺内町
(第6次 調査)

おおさかふやおしはっとりがわ5ちょうめ

大 阪府 八 尾 市 服 部川5丁 目 27212 80

34度

37分

35秒

135度

36分

00秒

20110920
～

20120123
約186

記録保存調査

(仮称)八尾図書館等建設



所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 ・地層 主な遺物 特記事項

植松遺跡
(第13次 調査)

集落
中世
近世

土坑

溝、杭列

土師器、須恵器、瓦器
陶磁器

太田川遺跡

(第3次 調査)
集落
縄文時代晩期～弥生時代
近世

遺物包含層
溝

縄文土器(長 原式)、弥生土器

恩智遺跡
(第25次 調査)

集落

亀井遺跡

(第17次 調査)
集落

萱振遺跡
(第30次 調査)

集落
近世 落込み 土師器、瓦

小阪合遺跡

(第45次 調査)
集落

土師器、須恵器、瓦器

小阪合遺跡

(第46次 調査)
集落

弥生時代後期～古墳時代初頭

古墳時代後期

平安時代

溝
土坑

溝、落込み

弥生土器、古式土師器
須恵器
土師器

成法寺遺跡

(第26次 調査)
集落

高安古墳群
(第7次 調査)

集落
須恵器

美園遺跡

(第9次 調査)
集落
古墳時代初頭以前
飛鳥時代以降

自然河川
水田(足 跡)

土師器、須恵器

八尾寺内町

(第6次 調査)
集落
古墳時代初頭以前 畦畔状遺構、高まり 弥生土器

要 約
太田川3次 では縄文時代晩期長原式の深鉢片が出土 した。小阪合46次 では弥生時代後期～古墳時代初頭の溝

が検出され、北部で確認している該期の方形周溝墓との関連が考えられる。
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1植 松 遺 跡(第13次 調査)

1太 田川遺跡(第3次 調査)

皿 恩 智 遺 跡(第25次 調査)

IV亀 井 遺 跡(第17次 調査)

V萱 振 遺 跡(第30次 調査)

W小 阪合遺跡(第45・46次 調査)

皿 成法寺遺 跡(第26次 調査)

皿 高安古墳 群(第7次 調査)

工X美 園 遺 跡(第9次 調査)

X八 尾寺 内 町(第6次 調査)
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